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人権擁護委員をご存知ですか？
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ひんやり！脊振渓谷の夏
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権
擁
護
委
員
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長
の
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夜
の
市
長
室
／
交
際
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６

平
成
28
年
度
神
埼
市
職
員
募
集 

�
�
�
�
�
�

７

脊
振
町
わ
ん
ぱ
く
ま
つ
り
／
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体

操
・
み
ん
な
の
体
操
会 
�
�
�
�
�
�
�
�
�

８

企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

�
�
�
�
�
�
�
�

９

輝
け
る
未
来
の
た
め
に　

市
役
所
の
職
場
紹
介
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10

８
月
４
日
は
「
は
し
か
の
日
」 

��
�
�
�
�
�

12

脊
振
地
区
住
民
総
合
健
診
／
臨
時
福
祉
給
付
金
・

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金 

�
�
�

13

小
・
中
学
生
医
療
費
助
成 

�
�
�
�
�
�
�
�

14

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
へ
の
お
知
ら
せ 

�
�
�

15

能
・
狂
言
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

�
�
�
�
�
�
�
�

16

平
成
29
年
成
人
式
／
菱
の
実
採
り
体
験
者
募
集
／

道
路
の
破
損　

情
報
提
供
の
お
願
い
／
不
法
投
棄

／
ご
み
出
し 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

17

神
埼
塾
・
神
埼
ま
ち
あ
る
き
受
講
者
募
集
／
情
報

公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況 

�
�

18

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／
ア
バ
ン
セ
映
画
祭
で
次

郎
物
語
を
上
映 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

19

青
少
年
育
成
だ
よ
り 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

20

物
産
館
情
報
／
水
車
の
里
遊
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事
予
定
表 

�
�
�
�
�
�

21

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
イ
ム
／
い
き
い
き
大
学
／
お
む

す
び
チ
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ 

�
�
�
�
�
�

22

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

�
�
�
�
�
�
�
�

23

健
康
コ
ラ
ム
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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24

こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当
番

医
／
母
子
推
進
員
の
活
動
報
告 

�
�
�
�
�
�

25

情
報
板 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

26

相
談 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

29

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画 

�
�
�
�
�
�
�

30

行
政
ト
ピ
ッ
ク
ス 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

31

ま
ち
の
話
題 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

32

Ｆ
Ｍ
佐
賀　

Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 
神
埼
／
吉
野
ヶ
里

歴
史
公
園
か
ら 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

34

輝
い
て
い
る
人
／
文
芸
コ
ー
ナ
ー 

�
�
�
�
�

35

あ
つ
ま
れ
！
か
ん
ざ
き
っ
子 

�
�
�
�
�
�
�

36

千代田東部小学校６年

中座　智子さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　

私
は
、
書
道
を
５
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。
今

回
、
こ
の
神
埼
と
い
う
字
は
と
て
も
上
手
く
書
け

た
と
思
い
ま
す
。
書
道
と
同
じ
よ
う
に
続
け
て
い

る
事
は
ピ
ア
ノ
で
す
。
ピ
ア
ノ
で
新
し
い
曲
が
ひ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
は
、
書
道
で
上
手
く
書
け

た
時
と
同
じ
く
ら
い
嬉
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

８ 

月
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（平成28年６月末日現在）

●人　口　32,096人（対前月＋11人）

　　　　   （男／ 15,354人　女／ 16,742人）
●世帯数　11,517世帯（対前月＋14世帯）

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

市県民税（２期）　　国民健康保険税（３期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組
　毎月第３・４週
　８：30 ～、12：30 ～、21：30 ～
※番組編成により放送時間が変更になる場合があります。
・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　

長
か
っ
た
梅
雨
も
明
け
、
や
っ
と
夏
空
が
広
が

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
梅
雨
明
け
と
同
時
に
気

温
も
上
昇
し
、
連
日
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
内
を
流
れ
る
城
原
川
の
上
流
に
あ
る
脊
振
渓

谷
は
、
夏
で
も
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
に
包
ま
れ

ま
す
。
特
に
、
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
石
造
り
の
眼
鏡
橋
周
辺
は
、
濃
い
緑
と
滝
の

し
ぶ
き
で
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
発
生
、
涼
を
と
る

の
に
最
適
で
す
。

　

こ
の
夏
は
、
歴
史
あ
る
建
造
物
と
自
然
豊
か
な

渓
谷
を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
月
の
表
紙

「
ひ
ん
や
り
！
脊
振
渓
谷
の
夏
」

 　 　17日（水）

８月 ６日（土）

 　 　19日（金）

 　 　21日（日）

夏期巡回ラジオ体操

城原川ハンギーまつり

神埼市人権啓発講演会

脊振町わんぱくまつり
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人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知
で
す
か
？

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

特 集

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
に
基

づ
い
て
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権
の
考
え

を
広
め
た
り
す
る
活
動
を
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

現
在
、
約
１
４
，０
０
０
人
の
人
権
擁
護
委

員
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市

町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
埼
市
で
も
、

８
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
「
人
権
相
談
活
動
」

「
人
権
啓
発
活
動
」
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

人
権
を
守
る
た
め
の
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

▲千代田中学校での人権教室の様子

 

小
・
中
学
校
で
人
権
教
室
を
開
催

 

６
月
29
日
、
千
代
田
中
学
校
で
１
年
生
を
対

象
と
し
た
人
権
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
「
い
じ
め
を
な
く
す
た
め

に
、
今
」
を
使
っ
た
学
習
。
い
じ
め
る
側
、
い

じ
め
ら
れ
る
側
、
見
て
い
る
側
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
の
気
持
ち
を
考
え
ま
し
た
。

 
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
と
一
緒
に
相
手
を
思

い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

◆
人
権
教
室
後
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
書
い
た
感

想
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

○いじめをなくすためには、あなたは
どうしたいと思いますか。

○授業を受けて、どのような感想を持ちましたか。

 

 

　人にはそれぞれいろんな感情を

持っています。だからこそ、その人

がダメだと決めつけるのではなく、

その人を「思いやって」その人の事

を考えてあげる。そうすれば、いじ

めはなくなると思います。　　　  　

　いじめをなくすには、人の立場に

立つということが大切だと思います。

今、相手はどう思っているのか、もし、

自分がその立場だったらどうかなど、

人を思いやることが大切だと思いま

す。　　　　　　　　　　　　　　  

　今日の授業で「人権」について

たくさん学びました。命は、ひと

つしかありません。何をしても命

は戻ってきません。簡単に「死ね」

「消えろ」など絶対に言わないよ

うにしようと思います。　　　　 

　今回の学習をとおして、自分を

見直すことができました。ありが

とうございました。　　　　　　 

　今回の授業を受けて、まず自分を振り返りました。自分は、

人を傷つけていないか。からかわれたりしている人を見な

いふりをしていないか・・・　　　　　　　　　　　　　  

　最近は、ネットなどコミュニケーションツールが発達し、

携帯などですぐ仲間に気持ちを伝えたりすることができま

す。でも、だからこそ気をつけなければいけないことがた

くさんあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　まずは、自分の言葉遣いやマナーに気をつけます。この学

年、学校がもっとよりよいものになればいいなと思います。
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▲市民交流祭での様子

 
人
権
相
談
所
を
開
設

 

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

 

人
権
啓
発
活
動

　

差
別
や
虐
待
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

人
権
に
関
わ
る
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
な
ど
を

受
け
付
け
る
窓
口
で
す
。
担
当
地
区
の
人
権
擁

護
委
員
が
皆
さ
ま
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。（
日
程
は
Ｐ
29
参
照
）

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

７
月
１
日
、
左
記
の
４
人
の
方
が
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
委
嘱
（
再
任
１
人
、
新
任
３
人
）

さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

毎
年
、「
元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交
流
祭
」
な

ど
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
チ
ラ
シ
や
啓
発

グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
の
人
権
週
間
に
は
、
広
報
車
で

呼
び
か
け
を
行
う
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権

に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
活
動
し
て

い
ま
す
。

・
平
田　

次
さ
ん

　
（
神
埼
町
鶴
）

・
野
口
一
義
さ
ん

　
（
脊
振
町
鹿
路
）

・
平　

美
子
さ
ん

　
（
神
埼
町
本
堀
）

・
島
村
芙
美
子
さ
ん

　
（
脊
振
町
広
滝
）

〝
神
埼
市
人
権
啓
発
講
演
会
〟
を
開
催
し
ま
す
！

　

人
権
・
同
和
に
つ
い
て
皆
さ
ん
で
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
次
の
と
お
り
人
権
啓
発
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○
と
き　

８
月
19
日
（
金
）

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

千
代
田
文
化
会
館
「
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
」

○
演
題

　

ボ
ク
、
学
習
障
害
と
生
き
て
ま
す

　

～
気
づ
き
か
ら
、
理
解
へ
～

○
講
師

　

南
雲　

明
彦
さ
ん

　
（
明
蓬
館
高
等
学
校

共
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

○
入
場
料　

無
料

※
予
約
不
要
、
手
話
通
訳
付
き
ま
す
。

　

南
雲
さ
ん
は
、
高
校
時
代
「
理
解
力
は
あ

る
が
、
読
み
書
き
が
苦
手
」
と
い
う
困
難
か

ら
、
引
き
こ
も
り
や
う
つ
、
自
傷
行
為
、
脅

迫
性
障
害
に
苦
し
ま
れ
ま
し
た
。
21
歳
の

時
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
（
読
字
障
害
）
で
あ
る
と
知
り
、
よ
う
や

く
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
と

同
じ
よ
う
な
子
ど
も
が
い
な
く
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、
講
演
・
執
筆
な
ど
啓
発
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
と
は
…

　

知
的
な
遅
れ
は
な
い
が
、
聞
く
、
話
す
、

読
む
、
書
く
な
ど
の
能
力
の
う
ち
特
定
の
も

の
が
で
き
な
い
の
が
「
学
習
障
害
」
で
、
中

枢
神
経
に
何
ら
か
の
機
能
障
害
が
あ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
特
に

読
み
書
き
に
困
難
を

伴
う
場
合
を
「
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
」
と
い

い
ま
す
。

神埼町

實松　常夫

平田　　次

平　　美子

千代田町

渡邊　勝彦

野中　節子

島　　英彰

脊振町
野口　一義

島村芙美子

▲神埼市の人権擁護委員
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市長の部屋

被
災
地
を
視
て
思
う
こ
と
…の

言
葉
は
痛
く
、
強

く
心
に
残
り
ま
し
た
。

多
く
の
示
唆
あ
る
お

話
と
、
被
災
現
場
は

考
え
る
に
余
る
イ
ン

パ
ク
ト
あ
る
現
状
で

し
た
。
お
会
い
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
私
は

「
日
々
、
村
長
は
ど
の

よ
う
な
心
境
で
務
め

ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
」
と
思
い
、
一
日

も
早
い
復
旧
と
復
興

を
願
う
と
同
時
に
、
心
の
中
で
「
お
見
舞
い

申
し
あ
げ
ま
す
」
と
呟
い
た
次
第
で
す
。

　

熊
本
の
災
害
現
場
を
視
て
、
神
埼
市
災
害

対
策
の
在
り
様
に
つ
い
て
は
、
即
、
次
の
こ

と
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

①
職
員
の
動
員（
出
動
）計
画
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
全
職
員
を
割
り
当
て
て
い
る

が
、
実
際
に
何
人
の
職
員
が
動
員
で
き
る
の

か
？　

情
報
収
集
・
救
済
作
業
や
復
旧
業
務

を
計
画
通
り
に
行
え
る
の
か
不
安
で
す
。
現

に
、
避
難
所
に
避
難
し
た
職
員
は
業
務
の
遂

行
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
他
市
町
か
ら
の

通
勤
職
員
は
こ
の
任
に
当
た
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
？
ま
た
、職
員
同
士
の
世
帯
で
、

し
か
も
小
さ
い
子
育
て
中
で
あ
れ
ば
、
二
人

の
動
員
は
不
可
能
で
あ
る
、
な
ど
・
・
・

②
仮
設
住
宅
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

　
（
神
埼
市
を
東
西
に
佐
賀
平
野
北
縁
断
層

帯
が
存
在
し
、
向
こ
う
30
年
内
に
震
度
６
強

の
地
震
発
生
率
は
８
％
だ
と
の
新
聞
報
道
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
何
時
、
わ
が
身
に
と
思
う

と
・
・
・
）
被
災
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

緊
急
の
仮
設
住
宅
建
設
が
求
め
ら
れ
る
場
合

は
、
相
当
広
い
土
地
が
確
保
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
く
思
い
ま
し
た
。

多
目
的
広
場
の
確
保
を
早
急
に
図
ら
ね
ば
と

思
い
ま
す
が
、
地
震
対
応
で
あ
れ
ば
平
地
で

も
構
わ
な
い
の
に
、
洪
水
を
思
う
と
高
台
の

広
場
の
確
保
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

③
防
災
、
減
災
対
策
に
つ
い
て

　

市
の
計
画
で
皆
さ
ん
を
守
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
常
日
頃
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
防

災
へ
の
意
識
と
そ
の
協
力
的
な
行
動
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
、
異
な
る
各
地
域

（
集
落
）の
状
況
に
応
じ
た
、も
っ
と
緻
密
な
、

現
実
的
避
難
行
動
を
含
め
た
防
災
計
画
を
策

定
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
防
災
計
画
策
定
に
参
画
を

お
願
い
し
、
減
災
に
つ
い
て
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
神
埼
市
長
　
松
本
　
茂
幸

　

６
月
28
日
、
梅
雨
空
の
も
と
熊
本
県
益
城

町
お
よ
び
西
原
村
の
被
災
（
地
震
）
現
地
を

視
察
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
言
葉
で

は
語
り
え
な
い
物
凄
い
光
景
で
し
た
。
地
震

と
は
、
広
く
一
様
に
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
道
路
や
水
路
を
隔
て
て
い
る

こ
と
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
、
ま
た
、
隣

接
す
る
家
屋
で
大
き
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

佐
賀
県
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
危
機
管

理
・
報
道
局
の
方
を
介
し
て
西
原
村
の
副
村

長 

内
田
安
弘
氏
に
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
、

地
震
に
か
か
る
諸
々
の
参
考
に
な
る
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
「
自
ら

を
含
め
職
員
は
71
日
間
、
休
み
が
な
い
」
と

《
市
長
の
部
屋
》

市長交際費の公表
（平成28年４月～６月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 0 0

御　祝 49 161,000

激　励 0 0

会　費 0 0

見舞い 0 0

その他 4 21,340

計 53 182,340

夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係
　　　　　　　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

８月２日（火） 千代田支所

９月６日（火） 脊振支所
18：00 ～ 20：00（１組30分程度）

※当日は来庁順で受け付けを行いま
す（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越し
いただけます。

７月の神埼市役所開催分には、６組９人が来庁されました。

▲被災した家屋の様子
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各課からのお知らせ

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

人
事
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

求
ム
!!
未
来
を
拓
く
人

～
市
民
と
時
代
が
求
め
る
職
員
募
集
～

《
神
埼
市
職
員
採
用
試
験
》

○
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

①
一
般
事
務　

11
人

②
一
般
事
務
（
身
体
障
が
い
者
）　

１
人

○
受
験
資
格

　

採
用
後
、
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き

る
人

①
一
般
事
務

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
一
般
事
務
（
身
体
障
が
い
者
）

・
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
身
体
障
害

者
福
祉
法
第
15
条
に
定
め
る
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
障
が
い
の
程

度
が
１
級
か
ら
６
級
ま
で
の
人

・
自
力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
る
人

・
介
護
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
と
口
頭
に
よ
る

面
接
に
対
応
で
き
る
人

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～
19
日
（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

※
持
参
の
場
合
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

※
郵
便
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

○
試
験
案
内
・
申
込
書
類
配
布
場
所

・
総
務
課　

人
事
係

○
第
１
次
試
験　

書
類
選
考

○
第
２
次
試
験　

作
文
・
面
接
等

　

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬
（
予
定
）

５
時
15
分
ま
で

※
郵
便
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

○
試
験
案
内
・
申
込
書
配
布
場
所

・
総
務
課　

人
事
係

・
千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

・
脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課

○
第
１
次
試
験　

教
養
試
験
・
適
性
検
査

・
と
き　

９
月
18
日
（
日
）

・
会
場　

佐
賀
県
立
佐
賀
工
業
高
等
学
校

○
第
２
次
試
験　

作
文
・
面
接
等

　

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬
（
予
定
）

《
神
埼
市
職
員
（
建
築
・
土
木
）
採
用
試
験
》

○
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

・
建
築　

１
人

・
土
木　

若
干
名

○
受
験
資
格

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
次
の
①
②
の
条
件
を
満
た
す
人

①
国
家
資
格
ま
た
は
経
験
等
を
有
す
る
人

　
（
建
築
）

・
１
級
建
築
士
ま
た
は
２
級
建
築
士
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
人

　
（
土
木
）

　

次
の
㋐
ま
た
は
㋑
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
人

㋐
１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
、
２
級
土
木
施
工

管
理
技
士
、
測
量
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
人

㋑
公
共
土
木
工
事
（
建
設
部
門
、
農
業
土
木
部

門
、
森
林
土
木
部
門
）
の
計
画
、
設
計
、
施

工
管
理
等
に
つ
い
て
、
３
年
以
上
の
実
務
経

験
（
平
成
28
年
９
月
16
日
現
在
）
を
有
す
る

人
②
採
用
後
、
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る

人
○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～
９
月
16
日
（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

※
持
参
の
場
合
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

　土木に関わる仕事の魅力は
「自分が携わった業務が目に見
える形で残る」という点です。
　自分が携わった公共施設の
供用が開始され、実際に利用
されているところを見れば、
大きな達成感を得られます。
　ぜひ一緒に「安全で安心し
て暮らせるまちづくり」に励
みましょう！▲Ｈ26年度入庁　栁川洋一（下水道課）

▲Ｈ28年度入庁　山本望央（総務課）

たくさんの仲
間との出会い
が待っていま
す！ 神 埼 市 の
ために一緒に
働きましょう!!
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各課からのお知らせ

イベント内容
・ヤマメのつかみ取り……… 16：00～
・開会式……………………… 17：00～
・わんぱくたぬき踊り……… 17：20～
・アイスクリーム早食い競争
　　　　…………………… 17：35～
・ジャズ演奏………………… 17：55～
・バトントワリング………… 18：15～
・オカリナ・ギター演奏
……………………………… 18：35～
・盆踊り……………………… 19：00～
・面浮立……………………… 19：15～
・トロンボーンチーム演奏
　　　　…………………… 19：30～
・花火大会…………………… 20：00～

★神埼市合併10周年記念★

「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」in神埼市！
【全国生放送･･･ＮＨＫラジオ第１放送】

○とき　　８月17日（水）
　　　　　午前６時　開会
○ところ　神埼中央公園グラウンド
　　　　　（雨天時：神埼中央公園体育館）
○参加目標人員　2,000人

《タイムスケジュール》
５：30　開場
　（記念品配布、入場者の誘導）
６：00　あいさつ
６：10　実技、歌指導、
　　　　 みんなの体操実技
６：30 ～６：40　
　　　　 ラジオ体操（生放送）
　　　　　６：40　閉会
　　　　　　６：50 ～７：30
　　　　　　 ラジオ体操の
　　　　　　 ポイントレッスン

《駐車場・駐輪場》
　近辺の駐車場が少ないため、近くの方は徒歩か自転車での来場をお願

いします。車利用の方は、乗り合わせてお越しください。

①中央公民館北駐車場　②ＪＡ駐車場

③神埼中学校グラウンド（雨天の場合使用不可）

④神埼町保健センター駐車場　⑤県東部農林事務所南側駐車場

⑥市営テニスコート駐車場　⑦市役所駐車場

⑧マルキョウ駐車場

※駐輪場…神埼中学校自転車置き場

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

◎問い合わせ　わんぱくまつり実行委員会（林業課内）　☎59-2111
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◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

《
企
画
課
か
ら
》

市
の
発
展
と
地
域
振
興
の
た
め
に
･
･
･

◆
合
併
10
周
年
記
念
事
業
実
行

　

委
員
会
を
開
催

　

合
併
10
周
年
を
本
市
の
新
た
な

飛
躍
に
向
け
た
年
と
位
置
付
け
、

神
埼
市
を
市
内
外
に
強
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
神
埼
市
合
併
10
周

年
記
念
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
当
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
昨
年
度
か
ら
神
埼
市
合
併

10
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を

設
置
し
て
お
り
、
６
月
27
日
に
今

年
度
第
１
回
目
の
実
行
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
市
の
将
来

像
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
考

え
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
へ
と
繋
い
で
い
く
た
め
、「
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
11

月
27
日
（
日
）
に
開
催
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
埼
市
合
併
10
周
年
記

念
提
案
型
事
業
に
つ
い
て
の
審
査

も
行
わ
れ
、
提
案
い
た
だ
い
た
２

件
の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
10
周
年
記
念
提
案
型
事
業

【
第
２
次
募
集
】

　

合
併
10
周
年
を
市
全
体
で
盛
り

上
げ
る
た
め
、
市
民
や
団
体
が
実

複
合
施
設
建
設
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

新
庁
舎
建
設
で
約
２
５
０
０
人
、

脊
振
町
複
合
施
設
建
設
で
約
１
７

０
０
人
の
皆
さ
ま
か
ら
回
答
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
つ
い
て

は
、
取
り
ま
と
め
後
、
企
画
課
や

各
支
所
総
合
窓
口
課
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
、
主
な
意
見
と
し

て
は
、
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
脊
振

町
複
合
施
設
建
設
の
位
置
は
基
本

構
想
で
決
定
し
た
位
置
へ
の
賛
成

意
見
が
多
く
、
新
庁
舎
等
に
必
要

と
考
え
る
機
能
で
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
エ

レ
ベ
ー
タ
の
設
置
に
つ
い
て
の
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

本
庁
舎
の
跡
地
や
千
代
田
庁
舎

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
、
脊
振
診
療
所

等
の
跡
地
の
利
活
用
方
法
な
ど
に

関
し
て
も
、
多
数
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
基
本
計
画
な

ど
を
完
成
さ
せ
る
上
で
の
参
考
資

料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

施
す
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

○
募
集
要
件

　

補
助
金
交
付
決
定
日
（
９
月
上
旬

頃
）
以
降
の
事
業
開
始
で
平
成
29
年

３
月
末
ま
で
に
事
業
が
終
了
す
る
も

の
。

○
応
募
締
切
日　

８
月
19
日
（
金
）

○
補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
の
全
額

　
（
限
度
額
は
20
万
円
）

※
申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
請
さ
れ
た
事
業
は
、
実
行
委
員

会
で
審
査
・
選
考
し
ま
す
。

◆
友
好
姉
妹
都
市
提
携
20
周
年
記

　

念
式
典
の
開
催
に
向
け
て

　

脊
振
山
で
遭
難
し
た
フ
ラ
ン
ス
の

冒
険
飛
行
家
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ
ピ
ー

氏
を
脊
振
村
民
が
救
出
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
市
は
フ
ラ
ン
ス

共
和
国
ボ
ー
ク
ー
ル
市
と
友
好
姉
妹

都
市
の
提
携
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
救
出
か
ら
80
周
年
、
友
好

姉
妹
都
市
の
提
携
か
ら
20
周
年
を
迎

え
、
こ
れ
を
記
念
し
た
式
典
に
向
け

て
、
第
１
回
神
埼
市
友
好
姉
妹
都
市

交
流
実
行
委
員
会
が
７
月
１
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
募
委
員
６
人
を
含
む
実
行
委
員

会
で
は
、
記
念
式
典
に
参
加
さ
れ
る

ボ
ー
ク
ー
ル
市
長
を
は
じ
め
、
ジ
ャ

ピ
ー
家
の
関
係
者
を
迎
え
る
た
め
、

式
典
内
容
や
交
流
に
向
け
た
取
り
組

み
等
を
協
議
さ
れ
ま
す
。

い
ま
す
。

　

７
月
７
日
に
神
埼
町
と
千
代
田

町
、
８
日
に
脊
振
町
で
、
第
１
回
目

の
地
域
懇
談
会
が
開
催
し
ま
し
た
。

会
で
は
、「
神
埼
市
新
庁
舎
建
設
基

本
構
想
」「
神
埼
市
脊
振
町
複
合
施

設
建
設
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
の
説
明
に
対
し
、
新
庁
舎
の

位
置
や
複
合
施
設
の
機
能
等
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

会
で
の
意
見
は
、
新
庁
舎
建
設
と

脊
振
町
複
合
施
設
建
設
の
基
本
計
画

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

◆
新
庁
舎
建
設
・
脊
振
町
複
合
施

　

設
建
設
へ
の
ご
意
見
あ
り
が
と

　

う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

５
月
16
日
か
ら
６
月
17
日
ま
で
実

施
し
た
新
庁
舎
建
設
お
よ
び
脊
振
町

◆
地
域
懇
談
会
で
庁
舎
建
設
に
つ

　

い
て
意
見
交
換

　

地
域
の
振
興
と
市
の
一
体
的
な
発

展
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
民
の
視

点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
意
見
交

換
を
行
う
場
と
し
て
、
神
埼
町
、
千

代
田
町
お
よ
び
脊
振
町
の
区
域
ご
と

に
神
埼
市
地
域
懇
談
会
を
設
置
し
て
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輝ける未来のために･･･
～私たち、こんな仕事をしています！～

【No. ４】

　私たちは、チーム「スマイリー市民
課」のメンバーです。
　市民の皆さまにとって一番身近で親
しみやすい窓口となれるよう笑顔あふ

れる窓口対応と、クオリティーの高いワンストップサー
ビスの提供を心がけています。窓口の基本である「相
手の身になって考える優しさと思いやり」を忘れず、お
客さまとの信頼関係を築いていきたいと考えています。

《今年度の主な事業・取り組み》
◆平成29年２月から市民の皆さまの利便性向上と窓口

サービス改善の一環として、住民票・印鑑証明・戸籍・
附票の証明書を、開庁時間以外でも取得できるよう、マ
イナンバーカード利用によるコンビニ交付を実施します。

◆市民の皆さまにいつまでも
元気で長生きしていただけ
るよう、特定健診の受診率
アップに取り組みます。健
診は健康づくりのスタート
地点！疾病予防、生活習慣
病の早期発見、重症化予防

のために受診勧奨等を行い、健診の大切さを伝える
事で皆さまの健康の増進を図ります。

　私たちチーム「スマイリー市民課」は、今後も皆さ
まに、親切、丁寧、迅速、的確なサービスをめざし、「な
ぜ？どうしたら」などを第一に考えることで、「さらな
る市民サービスの向上」に努めます。
　市民の皆さまの「ありがとう」の声が市民課の原動
力であるからこそ、常にサービスの進化をこれからも
目指します。

 

市民課
戸籍係　☎37-0120　
総合窓口班　☎37-0116
後期高齢年金係、国保医療係　☎37-0115

・戸籍届出に関すること
・証明（戸籍、住民票、印鑑証明、各種税証明）
・マイナンバーカード交付
・パスポートの申請受付、交付
・転入、転出に関する手続き
・原付自転車の登録、廃車
・国民健康保険に関すること
・子どもの医療費、小・中学生医療費助成に関する
　こと
・後期高齢者医療保険に関すること
・国民年金に関すること

・環境保全　　　　　　　・公害の調査および防止

・畜犬登録・狂犬病予防　・墓地改葬

・火葬場使用料補助　　　・小規模水道等

・井戸水等の水質検査　　・ごみ処理

・ごみの不法投棄対策　　・騒音振動測定業務

・し尿処理　　　　　　　

主な業務

主な業務

佐賀県後期高齢者
医療広域連合で頑
張っています。

　家庭ごみの分け方、出
し方については、神埼市
ごみ収集カレンダー・分
別表を参照して、地区の
収集日の朝８時までにお
出しください。
　ごみの減量化やリサイ
クルに努めましょう。
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　生活環境推進室では、環境にやさしく住みやすいまちづ
くりの基本方針のもと、市民の方の要望に迅速に対応しな
がら、直接間接の対話を生かして、市民一人ひとりが共同
共生の環境保全の意識を高めるとともに、住民目線で環境
活動の定着拡大の促進を図り、「環境共生型社会の構築」「豊
かな自然環境の保全と活用」を目指して業務を推進してい
ます。
　環境問題は、私たち自身が家庭や地域、職場などあらゆ
る場所で取り組んでいくべき課題です。特に次代を担う子
どもたちへの環境教育と市民への環境学習の機会の提供が
重要です。
　ごみの分別の徹底や資源物のリサイクルなどを推進して、
環境にやさしい地域づくりを目指していきたいと思います。
　また現在、佐賀県ごみ処理広域化計画に基づいた鳥栖市・
みやき町・上峰町・吉野ヶ里町・神埼市の２市３町で佐賀
県東部ブロックごみ処理施設建設に向けた協議を進めてい
ます。

　健康増進課は、市役所本庁の国道をはさんだ北側の神
埼町保健センターの中にあります。主な活動の拠点は、
神埼町保健センターと千代田町保健センターです。
　「健やかに安心して暮らせるまちづくり」を基本理念
に、乳幼児から高齢者まですべての市民の方の健康づ
くりに関する仕事をしています。
　「いつまでも健康でありたい」ということは、誰もが
強く望んでいることです。健康であるためには、①定期
的な「健康診断」②バランスのとれた「食事」③適度な「運
動」が基本です。
　７～９月は住民総合健診を行っています。病気は早
期発見、早期治療が基本です。特に市民の死亡原因の
１位であるがんは、自覚症状が少なく早期発見には定
期的ながん検診が必要です。皆さまの声を参考に、よ
り受診しやすい環境づくりに取り組んでいます。ぜひ
受診をお願いします。
　また、平成27年度から「ラジオ体操」普及に力を入
れています。「いつでも、どこでも、だれでも」できる
運動として、西九州大学と連携し、正しいラジオ体操
のやり方を地区巡回して普及しています。いままで「ラ
ジオ体操ぐらいできる」と言われていた方からも「講
習を受けてよかった」との声をいただいています。
　出産や子育てについての相談、健康についての悩み、
相談がありましたらぜひ一度神埼町保健センターへお
越しください。保健師、管理栄養士が相談等お受けし
ます。

 

 

生活環境推進室

健康増進課

☎37-0112

☎51-1234

◆母子保健係　　　　　　　　
・不妊治療助成　　　　　　・各種予防接種
・出産、育児各種相談　　　・乳幼児健康診査
・母子保健推進員活動支援　・乳児家庭訪問
・妊婦歯科検診助成
・合併10周年記念事業
　（特製母子手帳、出産記念品）
◆健康増進係
・若年健診、各種がん検診、健康相談
・食生活改善推進協議会活動支援
・各種健康教室等による啓発活動
・ラジオ体操普及による健康づくり推進

主な業務

８月17日（水）午前６時からＮ
ＨＫ夏期巡回ラジオ体操会を開
催します。神埼市民のパワー
を全国発信しましょう!!
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８月４日は「はしかの日」

各課からのお知らせ

麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチンを接種しましょう！
定期予防接種の対象者は１歳児と平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれの幼児です。

◆麻しん（はしか）とは
　麻しんウイルスの感染経路は、空気感染、飛沫感染、
接触感染で、感染力が非常に強く、手洗いマスクだけ
では予防できません。ヒトからヒトへ感染し、感染す
るとほぼ100％が発症します。

症状 ･･･約10日後に発熱や咳、鼻水といった風邪の
ような症状があらわれます。２～３
日熱が続いた後、39℃以上の高熱と
発疹が出ます。肺炎・中耳炎を合併
しやすく、患者1,000人に１人の割合
で脳炎が発症すると言われています。

◆予防接種
　免疫の効果をあげるため、２回接種が行われています。

１期 １歳児（１歳～２歳の誕生日前日まで）

２期
平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれの幼児
※接種期間（小学校就学前の１年間）…平成28年４月１日～平成29年３月31日

◆風しんとは
　風しんウイルスによって、急性の発熱と発疹を起こ
す感染症です。感染力は、麻しん（はしか）ほど強く
はありませんが、妊婦（特に妊娠初期の女性）が風し
んにかかると、胎児が風しんウイルスに感染し、耳や
心臓、目などに障がいを持つ可能性があります。

症状 ･･･約２～３週間の潜伏期の後に熱が出て、首
のリンパ節が腫れ、発疹が出てきます。子どもは
比較的軽くすみますが、脳炎、血小板減少性紫斑
病などの重篤な合併症が2,000人から5,000人
に１人の割合で発生することがあります。

○持参するもの
・予診票（※医療機関窓口にもあります）
・母子健康手帳
○接種費用　
　定期接種の対象者は、無料で接種ができます。
○接種場所
　県内の委託医療機関で実施しています。各自で医療
機関へお申し込みください。
※県のホームページや問い合わせ先で確認することも

できます。
○留意点
　予防接種を受ける前に「予防接種と子どもの健康」
を読み、正しい知識を持って接種しましょう。保護者
同伴が原則です。祖父母等が同伴される場合は、「委任
状」が必要となります。

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　☎51-1234

有
料
広
告

有
料
広
告

かるがもランド
～親子で楽しむデコパージュ講座～

　紙ナプキンを切り抜いて、ティッシュ
ケースをデコレーションします。初心
者もお気軽に参加ください。

○とき　　９月２日（金）
　　　　　10：15（開始）～お昼頃まで
○ところ　神埼町保健センター
○内容　　デコパージュ講座
○対象　就学前までの児童と保護者、妊婦さん
○参加費　無料　
○主催
　神埼市母子保健推進協議会
※要予約

（下記までご連絡ください）
◎問い合わせ
　健康増進課　母子保健係　☎51-1234

《神埼遺言センター》
　公正証書遺言と自筆証書遺言の作成をお手伝いし
ます。費用は千円以内からです。

【事務所】神埼市神埼町鶴3810-5（犬の目西溝）
　　　　 （元岡材木店・元岡ブロック事務所）

【電話番号】0952-52-2000（宮地）
【ファックス】0952-52-2005
あなたの事情にあう遺言作成のお手伝いをします。
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健
診
会
場
お
よ
び
日
程

 

臨
時
福
祉
給
付
金

 

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

 

実
施
す
る
健
診
項
目
お
よ
び
自
己
負
担
金

 

申
請
方
法
等
（
２
つ
の
給
付
金
共
通
）

　

受
診
者
の
集
中
を
避

け
る
た
め
、
日
程
ご

と
に
対
象
地
区
を
割
り

当
て
て
い
ま
す
が
、
ご

都
合
の
つ
か
な
い
方
等

は
、
別
日
（
下
表
の
い

ず
れ
か
）
に
受
診
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
千

代
田
地
区
は
９
月
に
開

催
予
定
。

○
対
象
者

　

平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
神
埼
市
に
住

民
票
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
分
の
市
県
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

　

た
だ
し
、
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
や
生
活
保
護
の
受

給
者
は
除
き
ま
す
。

○
給
付
額　

　

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
３
千
円

○
対
象
者

　

前
述
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
給
資
格
を

有
し
、平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給
さ
れ
た
方
。

　

た
だ
し
、
高
齢
者
向
け
給
付
金
（
65
歳
以

上
・
３
万
円
）
を
受
給
さ
れ
た
方
を
除
く
。

○
給
付
額

　

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
３
万
円

　

住
民
総
合
健
診
で
実
施
す
る
健
診
項
目

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
対
象
年
齢
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
保
存
版
３
～
５
ペ
ー
ジ

お
よ
び
市
報
６
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間

　

８
月
８
日
（
月
）
～
11
月
11
日
（
金
）

※
入
院
等
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
申

請
開
始
日
か
ら
６
ヶ
月
の
範
囲
内
で
受
け

付
け
ま
す
。

○
申
請
方
法

　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
、

８
月
上
旬
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
、
添
付
書
類
と
と
も
に
返

信
用
封
筒
（
切
手
不
要
）
で
郵
送
い
た
だ
く

か
、
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
場
所

　

神
埼
市
役
所　

１
‐
１
会
議
室

　

千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

　

脊
振
支
所　
　

総
合
窓
口
課

　
　

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

脊
振
地
区
住
民
総
合
健
診
の
お
知
ら
せ

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
」

～
８
月
８
日
か
ら
申
請
受
付
～

会場・受付時間 日　　程 地　　区　　名

脊振勤労者体育館

受付時間
８:30 ～ 10:30

８月19日（金）広滝東、広滝西、広滝下、
岩政倉今

20日（土）

一番ヶ瀬、頭服、久保山、
鹿路、鳥羽院 
※歯とお口の健診があ
　ります。

住
民
総
合
健
診
の
日
程
で
は
都
合
の
つ

か
な
い
方
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が

ん
検
診
も
同
日
に
受
け
た
い
方
は
、「
毎

日
健
診
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

会
場
が
佐
賀
市
に
は
な
り
ま
す
が
、
佐
賀
県
医
師
会
成
人

病
予
防
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
総
合
健
診
・
レ
デ
ィ
ー
ス
検

診
と
同
じ
料
金
で
、
平
日
は
毎
日
、
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
４
月
に
全
戸
配
布
し
た
「
保
存
版
」
９
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
同
一
年
度
内
に
同
じ
健
診
項
目
を
２
回
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

若年
健診

特定
健診

後期高齢
者健診

結核
肺がん検診

胃がん
検診

大腸がん
検診

前立腺
がん検診

肝炎ウイ
ルス検査

歯とお口
の健診

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
土曜日のみ

400円 1,000円 無料 500円
※40歳無料

500円
※40歳無料

500円
※40・41歳

無料
500円 無料 無料

◆
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に　

　

避
難
し
て
い
る
方
へ

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
神
埼
市

に
避
難
し
て
い
て
、
事
情
に
よ
り
基
準
日

時
点
で
住
民
票
を
動
か
せ
な
い
方
で
、
一

定
要
件
を
満
た
す
方
は
、
事
前
に
申
し
出

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
神
埼
市
で
申

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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有
料
広
告

有
料
広
告

各課からのお知らせ

小・中学生医療費助成の高額療養費等のお知らせ
◎問い合わせ　市民課　国保医療係　☎37-0115

　お子さまの小・中学生医療費助成で提出があったも
のについて、入院などで医療費が高額になった場合、
高額療養費に該当する部分や、健康保険者からの付加
給付がある場合は、それらを除いて助成することとなっ
ています。
　そのため、入院などで医療費が高額になった場合は、
小・中学生医療費助成の申請を出す前に、ご加入の健
康保険者へ「高額療養費に該当するか」「付加給付が
あるか」の確認をお願いします。該当する場合は、健
康保険者へ申請手続きを行ってください。

◆高額療養費とは･･･
　同じ人が同じ月内に、同じ医療機関で支払った自己
負担額が下表の限度額を超えた場合、その超えた分が
ご加入の健康保険者から支給されます。
　また、同じ世帯内で同じ月内に21,000円以上の自
己負担額を２回以上支払った場合、それらを合算して
限度額を超えた分が申請によりご加入の健康保険者か
ら支給されます。
　前もって、ご加入の健康保険者へ「限度額認定証」
を申請すると、医療機関窓口での支払いが限度額まで
で済むようになります。

　健康保険者からの支給後、支給額が分かる書類（支
払い通知など）と医療機関からの領収書（原本）をあ
わせて提出してください。高額療養費の該当や付加給
付等なければ、領収書（原本）を添付し、申請書を提
出してください。
　なお、小・中学生医療費助成の申
請期間は、診療を受けた翌月から１
年以内となっています。健康保険者
から支給があったら、できるだけ早
めに申請書を提出してください。

◆付加給付とは･･･
　健康保険組合が独自で行なっている「１ヶ月間にか
かった医療費の自己負担限度額を決めておき、限度額
を超過した費用を払い戻す制度」のことです。
　高額療養費制度による払い戻しに、さらに上乗せし
て行なっているものです。付加給付制度の有無につい
ては健康保険者により異なりますので、ご加入の健康
保険者へご確認ください。

《児童生徒１人についてのひと月の助成額》
助成額＝医療機関窓口支払い額－高額療養費（－付加給付）－５００円
　　　　　　　　　（保険適用分）　　　　　　　　※付加給付がある場合

■70歳未満の人の自己負担限度額（月額）

適用区分 3回目まで 4回目以降

ア 252,600円+（総医療費－842,000円）×1％ 140,100円

イ 167,400円+（総医療費－558,000円）×1％ 93,000円

ウ 80,100円+（総医療費－267,000円）×1％ 44,400円

エ 57,600円 44,400円

オ 35,400円 24,600円

該当する適用区分によって、
自己負担限度額が異なります。
適用区分は、月額報酬や所得
等で決まります。どの区分に
該当するかは、ご加入の健康
保険者へご確認ください。
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◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
へ

　
　

現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、「
児
童
扶
養
手
当
」「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
」
の
受
給

資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
は
、
平
成
28
年
度
（
平
成
28
年
８
月
～
平
成
29
年
７
月
）
の
受

給
資
格
を
調
査
す
る
も
の
で
、
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
手
当
の
受
給
や

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
、
７
月
末
に
通
知
文
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
通
知
文
が
届
か
な
い
方
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限

　

８
月
26
日
（
金
）
ま
で

○
提
出
窓
口

・
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

・
千
代
田
支
所　

総
合
窓
口
課

・
脊
振
支
所　

総
合
窓
口
課

○
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
健
康
保
険
証

　
（
受
給
者
と
児
童
全
員
分
）

※
そ
の
他
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
通
知
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

《
児
童
扶
養
手
当
》

　

離
婚
・
死
亡
・
遺
棄
な
ど
の
理
由

で
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
対
し
、
生
活
の
安
定
と
自
立
を

促
進
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
方
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
18
歳
到
達
の
年
度
末
（
中
度

以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
場
合
は
20

歳
未
満
）
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
方
や
公
的
年
金
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
方
、
児
童
が
児
童

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

等
、
手
当
が
支
給
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

《
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
》　

　

ひ
と
り
親
（
母
子
・
父
子
な
ど
）

家
庭
の
方
が
、
健
康
保
険
に
よ
り

病
院
な
ど
の
医
療
機
関
で
診
療
を

受
け
た
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負

担
金
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

額
は
、
保
険
適
用
と
な
る
医
療
費

の
自
己
負
担
分
で
、
対
象
者
１
人

に
つ
き
各
月
５
０
０
円
を
差
し
引

い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

▲上記証書をお持ちの方は
　ご持参ください。

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

児
童
扶
養
手
当
の
加
算
額
が
変
わ
り
ま
す

◆
平
成
28
年
８
月
か
ら

�

加
算
額
が
増
額

　

８
月
１
日
か
ら
児
童
扶
養
手
当

の
第
２
子
と
第
３
子
以
降
の
加
算

額
が
変
わ
り
ま
す
。

【
第
２
子
】

　

月
額
５
千
円　

→

　
　
　

最
大
で
月
額
１
万
円

【
第
３
子
以
降
】

　

月
額
３
千
円　

→

　
　
　

最
大
で
月
額
６
千
円

○
増
額
の
支
給
月

　

８
月
分
か
ら
加
算
額
が
増
額
さ

れ
ま
す
が
、
８
月
分
か
ら
11
月
分

は
12
月
に
支
払
い
ま
す
。

◆
平
成
29
年
４
月
か
ら

�

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
導
入

　

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
と
は
、
物
の

価
格
の
上
が
り
下
が
り
を
表
し
た

「
全
国
消
費
物
価
指
数
」
に
合
わ

せ
て
、
支
給
す
る
額
を
変
え
る
仕

組
み
で
す
。

　

子
ど
も
が
１
人
の
場
合
の
手

当
額
に
は
、
す
で
に

こ
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
を
導
入
し
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
が
２

人
以
上
の
場
合
の
加

算
額
に
も
平
成
29
年

４
月
か
ら
導
入
し
ま

す
。

【児童扶養手当の月額】（平成28年８月～）
※一部支給の額は所得に応じて決定されます。
・子ども１人の場合
　全額支給：42,330円
　一部支給：9,990 ～ 42,320円
・子ども２人目の加算額
　定額5,000円　→　
　　　　　全部支給：10,000円
　　　　　一部支給：5,000 ～ 9,990円
・子ども３人目以降の加算額（一人につき）
　定額3,000円　→
　　　　　全部支給：6,000円
　　　　　一部支給：3,000 ～ 5,990円
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

文
化
財
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

業
務
課　

☎
６
４
‐
８
４
７
６

神
埼
市　

能
・
狂
言
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ

～
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ
～

　

神
埼
市
に
は
、
鷺
流
狂
言
の
流

れ
を
汲
む
「
高
志
狂
言
」
が
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
元
の
伝

承
芸
能
や
本
格
的
な
日
本
の
伝
統

芸
能
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
で
き

る
機
会
で
す
。

○
と
き　

９
月
11
日
（
日
）

○
と
こ
ろ

　

千
代
田
文
化
会
館

　

�

「
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
」

○
内
容

【
第
１
部
】　

午
前
10
時
～

　
「
鷺
流
狂
言
の
集
い
」

　

全
国
で
佐
渡
・
山
口
・
神
埼
（
高

志
地
区
）
の
３
ヶ
所
だ
け
に
伝
承

さ
れ
る
鷺
流
狂
言
の
保
存
会
が
一

堂
に
会
し
た
上
演
会
。

【
第
２
部
】　

午
後
１
時
30
分
～

　

プ
ロ
の
能
・
狂
言
師
に
よ
る
本

格
的
な
能
楽
の
上
演
会
。

主
な
出
演
者
と
演
目

・
能「
鞍
馬
天
狗
」�

多
久
島 

利
之

※
市
内
小
学
生
の
出
演
を
予
定

・
観
世
流 

舞
獅
子
「
難
波
」

　
（
王
仁
博
士
が
主
人
公
の
演
目
）

�

多
久
島 

法
子

・
和
泉
流 

狂
言
「
萩
大
名
」

�

野
村 

万
禄 

他

○
通
知
の
対
象
と
な
る
方

　

該
当
月
に
処
方
さ
れ
た
先
発
医

薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
替
え
ら
れ
た
場
合
に
、
１
ヶ

月
あ
た
り
の
自
己
負
担
額
の
軽
減

が
一
定
額
以
上
見
込
ま
れ
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
必
ず
し
も
全
員
の
方
に
届
く
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
通
知
の
記
載
内
容

・
お
薬
代
に
か
か
っ
た
金
額
の

み
表
示
し
て
い
ま
す
。
実
際
の

窓
口
で
の
お
支
払
い
に
は
、
技

術
料
・
管
理
料
等
の
別
費
用
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

　

通
知
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
専
用
窓
口
「
国
民
健
康
保
険
中

央
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
て

い
ま
す
。
通
知
書
書
面
に
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が

記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
シ
ー
ル
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

被
保
険
者
の
方
に 

「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
希
望
シ
ー
ル
」 

を
配
布
し

て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
希
望

シ
ー
ル
を
被
保
険
者
証
な
ど
に

貼
っ
て
提
出
し
、
直
接
、
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

希
望
シ
ー
ル
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
る
際
、
被

保
険
者
証
な
ど
と
一
緒
に
お
渡
し

し
ま
す
。 

紛
失
さ
れ
た
場
合
や

再
交
付
が
必
要
な
場
合
は
、
広
域

連
合
ま
た
は
市
民
課
後
期
高
齢
年

金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
入
場
料

【
第
１
部
】「
鷺
流
狂
言
の
集
い
」

　
　
　
　
　

入
場
無
料

【
第
２
部
】「
能
に
親
し
む
会
」

・
指
定
席　

６
，０
０
０
円

　
（
市
民　

 

３
，０
０
０
円
）

・
自
由
席　

５
，０
０
０
円

　
（
市
民　

 

２
，０
０
０
円
）

▲高志狂言 ▲山口の鷺流狂言

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
現
在
服
用
さ
れ
て
い
る
お

薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に
切
り
替
え
ら
れ
た
場
合

に
、
お
薬
代
の
自
己
負
担
額
を
ど
の
く
ら
い
軽
減
で
き
る
か
試
算
し
た
差

額
通
知
ハ
ガ
キ
を
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
と
し

て
、
７
月
29
日
に
発
送
し
て
い
ま
す
。・

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
る
と
お
薬
代
が
安
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
も

の
で
、
切
り
替
え
を
強
制
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
最
初

に
作
ら
れ
た
お
薬
（
先
発
医
薬
品
）

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る

医
薬
品
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
と
同
等
の
有
効
成

分
・
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品
で

す
が
、
ま
っ
た
く
同
一
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
・
薬
剤
師
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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平
成
29
年　

成
人
式
の
お
知
ら
せ

菱
の
実
採
り
を

　

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
道
破
損
な
ど
の

　

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

不
法
投
棄
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

ご
み
出
し
は
所
定
の
集
積
場
へ

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
室　

　

政
策
推
進
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
１

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

　

建
設
管
理
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室

　

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室

　

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

○
と
き　

　

平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

　
（
受
付
：
12
時
30
分
～
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
対
象
者

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
現
在
、
神
埼
市
外
に
お
住
ま
い

の
方
で
も
、
中
学
校
卒
業
時
に

市
内
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
方
に

は
、
転
出
先
の
住
所
に
案
内
状

を
送
付
し
ま
す
。

　

神
埼
市
の
秋
の
風
物
詩
で
あ
る
菱
の
実
採

り
。
昔
か
ら
ハ
ン
ギ
ー
と
呼
ば
れ
る
た
ら
い

に
乗
っ
て
採
取
さ
れ
て
き
ま
し
た
。近
年
は
、

水
田
栽
培
に
よ
る
増
産
を
図
っ
て
い
る
も
の

の
、
ク
リ
ー
ク
で
の
採
取
者
不
足
に
よ
り
採

取
量
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ク
リ
ー
ク
で
の
採
取
者
を
増
や

す
た
め
、
菱
の
実
採
り
体
験
会
を
開
催
し
ま

す
。
神
埼
和
び
し
研
究
会
の
中
野
良
典
会
長

に
よ
る
講
習
や
乗
り
や
す
い
箱
舟
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
）
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
ギ
ー
体
験
だ
け
も
歓
迎
で
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ハ
ン
ギ
ー
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
時　

９
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　
　
　
　
（
雨
天
時
翌
25
日
）

○
集
合
場
所　

大
依
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
大
依
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
）

○
申
込
期
限　

９
月
９
日
（
金
）
ま
で

　
（
電
話
申
込
み
）

※
参
加
者
に
は
、
プ

　

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意

　

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
道

路
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
定
期
的
に

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
良
好
な
道
路
環

境
の
保
全
と
安
全
安
心
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
路
面
の
状
態
は
交
通
量
や
降
雨

な
ど
の
影
響
で
日
々
変
化
し
て
お
り
、
市
の

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
道
路
損
傷
な
ど

の
危
険
箇
所
全
て
を
早
期
発
見
す
る
事
が
困

難
な
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
道
路
破
損
な
ど
に
よ
る
、
重
大

な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら

道
路
の
損
傷
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
行

い
ま
す
。
普
段
の
生
活
で
使
用
し
て
い
る
道

路
（
市
道
・
国
道
・
県
道
）
で
、
損
傷
し

て
い
る
箇
所
や
危
険
な
場
所
が
あ
り
ま
し
た

ら
、情
報
提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

山
林
や
水
路
沿
い
な
ど
の
人
目
に
付
か
な
い
所
で

の
不
法
投
棄
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
罪
に
問
わ
れ
た
場
合
、
５

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円
（
法
人
に
は
３
億
円

ま
で
加
重
で
き
る
）
以
下
の
罰
金
に
す
る
な
ど
、
厳

し
い
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
監
視
を
行
い
、
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
不
法
投
棄
の
防
止
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
調
査
と
撤

去
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
か
ら
の
ご
み
の
出
し
方
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

の
ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
に
従
っ
て
出
し
ま
し
ょ

う
。
市
内
に
は
、
多
く
の
ご
み
集
積
場
が
あ
り
、
皆

さ
ん
で
き
れ
い
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
部
で
誤
っ
た
利
用
が
あ
る
と
、
他
の
人
た
ち
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
の
ご
み
は
、
お
住

ま
い
の
地
区
や
場
所
に
よ
っ

て
利
用
で
き
る
ご
み
集
積
場

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

〈
成
人
式
実
行
委
員
募
集
〉

　

平
成
29
年
成
人
式
の
実
行
委

員
と
し
て
、
企
画
や
運
営
に
協

力
い
た
だ
け
る
新
成
人
の
方
を

募
集
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

情報提供を
お願いします！
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

神
埼
の
歴
史
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う

平
成
27
年
度

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

◎
問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
推
進
室

　

歴
史
文
化
振
興
係　

☎
３
７
‐
０
１
５
３

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

◆
神
埼
塾
（
一
般
講
座
）

　

佐
賀
・
神
埼
の
古
墳
時
代
の
歴
史
を
、
米

多
君
・
嶺
縣
主
・
佐
嘉
君
や
山
麓
部
を
中
心

に
形
成
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
な
ど
か
ら
佐
賀

と
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
関
わ
り
や
位
置
づ
け
を

学
ぶ
講
座
で
す
。

○
演
題

　
「
古
墳
時
代
佐
賀
の
首
長
と
ヤ
マ
ト
政
権
」

　

～
米
多
君
・
嶺
縣
主
・
佐
嘉
君
等
と

関
連
し
て
～

○
講
師　

　

重
藤 

輝
行
さ
ん
（
佐
賀
大
学
教
授
）

○
日
時　

８
月
６
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
定
員　

１
０
０
人

※
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料

◆
神
埼
ま
ち
あ
る
き

　

今
回
は
、
神
埼
町
西
部
の
姉
川
地
区
を
歩

き
ま
す
。
姉
川
城
跡
な
ど
の
歴
史
遺
産
を
巡

り
な
が
ら
地
域
の
歴
史
文
化
を
学
び
ま
す
。

○
コ
ー
ス　

姉
川
地
区

○
日
時　

８
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
12
時
（
集
合
：
午
前
９
時
）

○
集
合
場
所　

姉
川
下
分
公
民
館

※
雨
天
時
は
予
備
日
（
８
月
21
日
）
に
変
更

※
申
込
不
要
、
参
加
費
無
料

《
個
人
情
報
保
護
制
度
》

　
「
私
の
個
人
情
報
は
適
正
に
利
用
さ
れ
て

い
る
の
か
」
な
ど
の
自
分
の
個
人
情
報
の
開

示
等
を
請
求
で
き
る
制
度
が
「
個
人
情
報
保

護
制
度
」
で
す
。

　

市
の
各
部
署
が
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事

務
を
新
た
に
開
始
し
よ
う
と
す
る
と
き
や
、

そ
の
内
容
の
変
更
な
ど
を
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
市
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
の
取
扱
事
務
の

登
録
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　

な
お
、
平
成
27
年
度
の
個
人
情
報
の
開
示

請
求
は
３
件
で
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
公
開
請
求
件
数
お
よ
び

処
理
件
数
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
情
報
公
開
請
求
方
法

　

総
務
課
で
所
定
の
公
文
書
公
開
請
求
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
請
求
書
様
式
に
つ
い
て
は
、
窓
口

ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し
が

必
要
な
場
合
は
複
写
代
金
が
か
か
り
ま

す
。

　

市
で
は
、開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て「
情

報
公
開
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
の
理
解
と

信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公
正

で
開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正

な
取
り
扱
い
と
個
人
情
報
の
開
示
請
求
な
ど

の
手
続
き
に
つ
い
て
定
め
た
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

《
情
報
公
開
制
度
》

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、「
○
○
に
つ
い
て
の

文
書
が
見
た
い
」「
□
□
に
つ
い
て
の
図
面

が
見
た
い
」
な
ど
、
市
の
持
っ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
知
り
た
い
と
き
に
、
皆
さ
ん

か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
公
文
書
を
公
開
す
る

制
度
で
す
。

　

公
開
を
実
施
す
る
（
対
象
と
な
る
）
機
関

は
、
市
長
、
教
育
委
員
会
、
農
業
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
、
監
査
委
員
お
よ
び
議
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

（単位：件）

公開請求件数 ３

処
理
状
況

公　開 １

部分公開 ２

非公開 ０

不服申立て ０

（単位：件）

実施機関 登録件数

市長（各課、室） 261

教育委員会 54

選挙管理委員会 11

監査委員 1

農業委員会 6

固定資産評価審査委員会 1

議　会 6

合　計 340
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有
料
広
告

ア
バ
ン
セ
映
画
祭
で「
次
郎
物
語
」が

上
映
さ
れ
ま
す

　

優
れ
た
映
画
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
し
、
芸
術

文
化
の
向
上
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
ア

バ
ン
セ
映
画
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
特
に
、

今
回
は
郷
土
の
偉
人
”
下
村
湖
人
“
原
作
の
「
次

郎
物
語
」
を
県
民
の
方
へ
紹
介
で
き
る
い
い
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
タ
イ
ト
ル

　

平
成
28
年
度
優
秀
映
画
鑑
賞
推
進
事
業

　
「
ア
バ
ン
セ
映
画
祭
」

○
と
き　

９
月
17
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
57
分

　
（
開
場　

９
時
30
分
）

○
と
こ
ろ　

ア
バ
ン
セ
ホ
ー
ル

○
上
映
作
品

・「
あ
す
な
ろ
物
語
」

・「
次
郎
物
語
」

・「
風
の
又
三
郎
」

・「
少
年
時
代
」

○
観
覧
料　

５
０
０
円

※
４
本
全
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

・
千
代
田
支
所
社
会
教
育
課

・
ア
バ
ン
セ
１
階
総
合
案
内

○
そ
の
他

・「
次
郎
物
語
」
の
上
映
時
間
は
、
午

後
１
時
か
ら
２
時
50
分
ま
で
。

・
あ
い
ち
ゃ
ん
農
園
（
ア
バ
ン
セ
内

レ
ス
ト
ラ
ン
）
の
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー

券
付
き
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

ア
バ
ン
セ
管
理
部

�

☎
２
６
‐
０
０
１
１

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

～
区
長
会
役
員
研
修
会
～

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

☎
５
１
‐
４
０
０
８

　

７
月
15
日
、
当
調
理
場
で
市
区
長
会
役
員

会
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

見
学
通
路
か
ら
調
理
の
様
子
を
見
学
し
て

い
た
だ
い
た
後
、
場
長
か
ら
施
設
概
要
や
維

持
管
理
に
関
す
る
説
明
、
ま
た
７
月
の
献
立

を
担
当
し
て
い
る
栄
養
士
か
ら
「
学
校
給
食

が
で
き
る
ま
で
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
衛
生
管

理
や
給
食
調
理
の
注
意
点
等
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
の
質
疑
で
は
、
調
理
場
で

は
市
内
の
地
場
産
食
材
を
使
用
す
る
努
力
を

い
か
に
し
て
い
る
か
、
衛
生
管
理
の
さ
ら
な

る
徹
底
、
食
材
検
収
時
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
の

体
制
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
発
な
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
と
し
て
給
食
を
試
食
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、「
神
埼
食
の
日
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
給
食
の
日
で
、
脊
振
産
の

高
菜
を
使
っ
た
「
高
菜
チ
ャ
ー
ハ
ン
」、
旧

脊
振
調
理
場
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
再
現
し
た

「
ほ
う
れ
ん
草
の
梅
お
か
か
和
え
」「
ぶ
た
汁
」

「
牛
乳
」
と
い
う
献
立
で
し
た
。
小
学
校
高

学
年
の
量
で
の
試
食
で
し
た
が
、「
意
外
と

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
調
理
場
で
は
今
回
の
研
修
で
い
た
だ
い

た
ご
意
見
や
ご
質
問
を
は
じ
め
、
学
校
や
地

域
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
声
に
つ
い
て

は
、
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
も
安
全
で
安

心
で
き
る
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
中
は
調
理
を
し
な
い
た
め
、

試
食
や
見
学
を
お
休
み
し
ま
す
が
、
８
月
25

日
（
木
）
か
ら
２
学
期
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、

試
食
や
見
学
の
受
付
を
再
開
し
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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神埼市青少年育成だより

子
ど
も
は
地
域
の
宝　

み
ん
な
で
守
り
育
て
ま
し
ょ
う

～
地
区
懇
談
会
を
開
催
～

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議　

☎
４
４
‐
２
１
５
４

　

神
埼
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
６
月
29
日
、
30
日
、
７
月
１
日

の
３
日
間
（
一
部
の
地
区
で
は
７
月

６
日
開
催
）、
第
11
回
地
区
子
育
て

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
市
内
各
地
区
の

区
長
を
は
じ
め
、
自
治
公
民
館
長
、

青
少
年
育
成
推
進
員
、
子
ど
も
ク
ラ

ブ
会
長
、
地
区
の
役
員
の
皆
さ
ま
方

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
話
し
合
い
を
無
事
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
多
用
な
中
に
参
加
い
た

だ
い
た
各
地
区
の
皆
さ
ま
方
に
も
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

青
少
年
を
め
ぐ
る
問
題
は
大
人
社

会
の
在
り
方
に
か
か
わ
る
問
題
と

の
観
点
に
立
ち
、
大
人
自
身
の
意
識

改
革
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
教

育
力
を
高
め
て
い
く
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。　
　

　

各
地
区
で
は
、「
地
域
の
子
ど
も

は
地
域
で
守
り
、
育
て
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

①
『
地
区
の
今
を
話
し
合
お
う
』

・
地
区
の
い
い
と
こ
ろ
は
こ
ん
な
こ

と
・
こ
こ
は
も
っ
と
よ
く
し
た
い

②
『
四
か
条
の
誓
い
を

生
活
に
活
か
そ
う
』

・
こ
ん
な
事
を
我
が
家
で
は
や
っ
て

い
ま
す

③
『
な
か
よ
く
前
進
し
よ
う
』

・
昨
年
度
の
重
点
目
標
は
守
れ
た
か

な
・
今
年
度
の
重
点
目
標
は
こ
れ
に
し

よ
う

と
い
う
内
容
を
中
心
に
話
し
合
い
を

進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
話
し

合
い
の
中
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
安
心
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
地
域
の
危
険
箇
所
等
を
再
確
認

し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
子
育
て
懇
談
会
の
中
で

は
、
あ
い
さ
つ
や
交
通
安
全
等
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
が
多
く
な
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
今
の
青
少
年
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
の
中
、
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
悪
質
な
情
報
の
氾
濫

や
携
帯
電
話
等
に
よ
る
犯
罪
に
青
少

年
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
な
ど
、
憂

慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
地
区
も

あ
り
ま
し
た
。

・
少
数
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
を
あ

げ
て
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
広

め
て
い
き
た
い
。

・
そ
れ
ぞ
れ
地
域
で
子
育
て
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
る
問
題
等
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
話
し
合
う
よ
う
な
テ
ー
マ

に
し
た
ら
ど
う
か
。

・
日
頃
会
え
な
い
人
た
ち
と
の
交
流

が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
と
話
す
機

会
が
増
え
る
。

・
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
少
な
い
中

で
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
全

員
出
席
し
、
各
人
が
大
人
を
含
む

全
員
の
前
で
発
言
し
た
こ
と
は
、

自
信
に
つ
な
が
り
、
将
来
へ
の
糧

と
な
る
。

・
意
見
が
出
る
よ
う
に
事
前
の
話
し

合
い
が
必
要
。

・
子
ど
も
の
出
席
が
少
な
い
の
で
、

出
席
す
る
方
法
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

・
地
区
独
自
の
次
第
を
作
成
し
て
進

行
を
行
っ
た
。
自
治
会
事
業
や
祭

り
を
懇
談
内
容
に
し
た
。

・
全
て
の
大
人
が
子
ど
も
を
見
か
け

た
ら
声
を
か
け
て
い
る
状
況
が
確

認
で
き
た
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

・
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
話
す
こ
と
に

よ
り
、
地
区
の
方
々
と
の
交
流
に

も
な
り
、
会
っ
た
と
き
の
あ
い
さ

つ
も
し
や
す
く
な
る
。

・
地
区
内
に
お
け
る
通
学
の
危
険

ゾ
ー
ン
と
事
故
多
発
地
帯
の
再
確

認
が
で
き
た
。

◆
地
区
で
の
事
前
の
取
り
組
み　

・
役
員
と
の
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
が

効
果
的
で
あ
っ
た
。

・
数
日
前
や
当
日
の
朝
等
に
マ
イ
ク

放
送
を
行
っ
て
参
加
者
を
増
や
す

よ
う
に
し
た
。

・
チ
ラ
シ
を
独
自
に
作
成
し
て
配
付

し
た
。

・
小
中
学
生
に
事
前
に
用
紙
を
配
付

し
、
実
践
目
標
を
記
入
し
持
参
、

目
標
を
決
定
し
た
。
話
し
合
い
が

盛
り
上
が
っ
た
。

◆
佐
賀
県
主
張
大
会
の
案
内

　

第
38
回
少
年
の
主
張 

　

佐
賀
県
大
会

○
と
き　

８
月
28
日
（
日
）　　

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

ア
バ
ン
セ
ホ
ー
ル

　

県
内
の
予
選
を
通
過
し
た
10
人
の

中
学
生
が
、
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～８月の「野菜の日」～
◆８日（月）9：00 ～
　「酒まんじゅう」のおふるまい
　（先着50人）
◆18日（木）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着50人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
※「野菜の日」のおふるまい、お楽しみ抽選

会については、商品お買い上げのお客様が
対象になります。

◆お盆休み
　10日（水）は休まず営業します。13日（土）

～ 15日（月）はお盆のため休業します。
◎新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。　

吉野ヶ里遊・学・館は、季節限定
「そうめんセットをご提供してい

ます。皆さまのご来店を
お待ちしています。

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 18：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 18：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催
８月10日（水）

13：30 ～ 15：00
楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆８月の休館日　毎週火曜日

日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

8月2日 火
第40回PTNAピアノコンペティション
九州本選佐賀

11:00
市民・会員

無料

一般社団法人　全日本ピアノ指
導者協会　佐賀支部
☎31-2273

8月3日 水 9:30

8月4日 木 9:30

8月19日 金 神埼市人権啓発講演会 14:30 無料 総務課　秘書広報係
☎37-0088

8月20日 土 認知症を学び支える市民の集い 13:00 無料 高齢障がい課　地域支援係
☎37-0111

8月25日 木 いきいき大学 10:00 会員
年会費1,000円

社会教育課　社会教育係
☎53-2325

8月26日 金 PIARAピアノコンクール課題曲公開講座 11:00 市民・会員
無料

PIARAピアノコンクール東京九
州山口事務局　☎31-2273

※催物の内容等については、主催者へお問い合わせください。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

お盆期間は休まず開園します。

※新規会員（出店者）を募集しています。
◎申込・問い合わせ
　高取山公園　☎54-9020
　詳しくは、「高取山公園わんぱく館」
までお問い合わせください。
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○と　き　８月 20 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　千代田町保健センター
○内　容　フラダンス＆ハワイアン演奏
○出演者　ケアラオナープアスタジオ／ハナレイ
○曲　目　♪ケ・アロハ♪アフリリ♪ヒイラヴェ♪
　　　　　♪カ・レフア・ウラ♪　ほか

◎問い合わせ
　神埼市中央公民館　☎53-2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

♬出演してくださる方を随時募集しています。
お気軽にお問い合わせください。　♬入場無料

[ 出演者から一言 ]
　ハワイの美しい音楽にのって心も体も癒
やされながら、音楽や踊りが大好きな仲間
たちと楽しんでいます。ハワイの自然、人、
物を大切にするアロハの心を演奏や踊りで
お伝えできるとうれしいです。

今月は
千代田で開催します！

と  き ところ テーマ 講　師

８月４日（木） 神埼市中央公民館 軽運動のススメ
～認知症予防のために～

佐賀大学医学部講師
　西田裕一郎さん

※８月４日のマイクロバスは、脊振支所を午前９時、千代田支所前を午前９時30分に出発です。

８月25日（木） はんぎーホール 田代の置き薬とくすり博物館
中冨記念くすり博物館館長
　斉田　勝さん

※８月25日のマイクロバスは、脊振支所を午前９時、神埼市中央公民館を午前９時30分に出発です。
〈受付〉９：30 ～　〈講義〉10：00 ～ 11：30

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

と　き 内　　　容 ところ

８月10日（水）
10：00 ～ 11：30

臨床心理士 池田先生と『悩みはんぶんこ』
子どものことなどでお悩みの方、どんな小さい事でもかまいません。
お話しませんか。（※秘密は守られます）

神埼市中央公民館
１階和室

８月22日（月）
10：30 ～ 14：30

ほっとサロン（ご都合のよい時間にどうぞ）
どなたでもお気軽にお越しください。時間のある方はおにぎり持って
きて一緒に食べませんか。
8月22日（月）は11時頃からオカリナ演奏がありますよ♪

９月５日（月）
10：30 ～ 14：00

９月４日（日）
10：00 ～ 11：30

臨床心理士 『吉村先生を囲んで座談会』
子どものことなどでお悩みの方、どんな小さい事でもかまいません。
お話しませんか。（※秘密は守られます）

※どなたでも参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。
　詳細は「おむすび８月号」（脊振公民館、神埼市役所、千代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。
◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2154

地域と家庭と学校の子育て応援団

おむすびチームからのお知らせ

日帰りバス研修旅行のご案内

　秋の気配を感じる耶馬渓に雲八幡神社はありま
す。くものやはたの大神を祀る境内には「あ・う
んのカッパ」が出迎え、雲を突くような千年杉の
太古の息吹きを感じることができます。ここでは
宮司さんのお話をお聞きします。
　由布岳を望む閑静な食事処で昼食を済ませた後
は、湯布院の街並みを散策して手湯や足湯スポッ
トを見つけたり、お気に入りの工芸品を買い求め
たり、眺めのよいテラスでお茶をしたり…大人の
休日をたっぷり楽しみましょう。お一人でも、仲
間とでも楽しめるのんびり行程になっています。

○とき　10月６日（木） ※雨天決行
○参加費　１人 6,000円
○行先　大分方面
○対象者　平成28年度いきいき大学生
※入学手続きがまだの方は旅行と同時に申し込んでくださ

い。（年間教材費：1,000円）　　　　　　　　　　　
○申込期間　８月１日（月）～８月31日（水）
○申込方法　脊振公民館・神埼市中央公民館・千代田支所 

社会教育課の窓口に申込書と参加費を添えてご提出くだ
さい。いきいき大学講座日にも受付できます。　

◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係
　　　　　　　☎53-2325（神埼市中央公民館）

※９月からほっとサロンが14:00までになります。
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
　家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみま
せんか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、家読オススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先
神埼市立図書館

（中央公民館２階）

9：00 ～ 18：00

火曜日・祝日 神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 祝日・土・日曜日 社会教育課

☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 祝日・日曜日 脊振分館

☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「読みかたりボランティアin 伊万里市民図書館」

「魚だしでかんたん麺料理」
� 宮沢 うらら 著　汐文社「文房具図鑑」

山本 健太郎 作　いろは出版 　夏休みのお昼ご飯、親子で
作ってみませんか。基本の魚
でだしを取る方法や子ども
が一人で料理ができるよう
詳しく載っています。

　小学６年生の男の子が書いた本
です。文房具へのあふれる愛がひ
しひしと伝わってきます。手描き
100ページの作品です。メディア
でも話題の本です。

８月のおすすめの本 

　宿題は終わりましたか？？？
　読書感想文の課題図書や自由研究など
で困っていませんか。図書館には感想文
のおすすめの本や、自由研究の本を準備
しています。どうぞご利用ください。

◆夏休みおはなし会◆☆ 宿題は図書館へ ☆
○とき　　８月21日（日）
　　　　　午前10時30分～
○ところ　神埼市中央公民館
　　　　　２階和室

★
夏
休
み
は
図
書
館
に
★

　

あ
つ
ー
い
夏
休
み
は
、
図
書

館
で
ゆ
っ
く
り
本
を
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　

夏
休
み
に
図
書
館
に
来
た

ら
「
読
書
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
」
が
も
ら
え
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
の
数
で
素
敵
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
図
書
館
か
ら
賞

状
も
あ
り
ま
す
よ
。
千
代
田
館

や
脊
振
館
で
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
（
対
象
は
幼
児
と
小
学
生
）

○
お
た
の
し
み

　
　
　
　

じ
ゃ
ん
け
ん
デ
ー

　

８
月
12
日（
金
）～
19
日（
金
）

※
じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
た
ら
、
ス
タ
ン
プ
が
２
倍
に
な
る
よ
。

み
ん
な
来
て
ね
!!

《予約トップ10》※４月～７月

1 天才 石原 慎太郎 幻冬舎

2 羊と鋼の森 宮下 奈都 文藝春秋

3 鳥のサバイバル ゴムドリ 朝日新聞
出版

4 硝子の太陽Ｎ 誉田 哲也 中央公論
新社

5 神剣 葉室　麟 角川春樹
事務所

6 秋霜 葉室　麟 祥伝社

7 火花 又吉 直樹 文藝春秋

8 ポイズンドーター ･
ホーリーマザー 湊　かなえ 光文社

9 カエルの楽園 百田 尚樹 新潮社

10 君の膵臓を食べたい 住野 よる 双葉社
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有
料
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告

有
料
広
告

神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児）
＊８月のママサロン＊と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

８月
4日（木） 0,1歳児 プール遊び

千代田町保健センター
18日（木）

全年齢児
おはなしな～に

25日（木） おおきくなったかな

９月
1日（木） 全年齢児 夏祭りごっこ

8日（木） 2歳以上児 のびのびチャレンジ 次郎体育館

と　き ところ
2日（火）

千代田町保健センター
9日（火）

16日（火）
23日（火）
30日（火）
　↑生後２ヶ月から参加できます。

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談、お
問い合わせください。
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

※いずれも10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

４日（木）…ビニールプールを外に用意し
て水遊びをします。持ち物は、予約の時に
確認してね。０、１歳児の水遊びデビュー
の子ども達、おいでね～ !!

18日（木）…大型絵本
の読み聞かせ、ペープ
サート、手袋シアターな
どわくわく楽しいおはな
し会です。お気に入りの
本を１冊持ってきてね。

今月のママサロンは「ママと一緒に楽しく遊
ぼう」です。広いお部屋で自由遊びをします。
涼しいお部屋でほっと一息つきませんか？

25日（木）…身長体重の測定をします。身長・体重の記入カードをお
持ちの方は持参してください。後半は、すくすく子育てトークタイムを
希望のママで開催します。「毎日イヤイヤで困っています・・・」「こん
な時、みんなどうしてるの？」など、一緒にお話しませんか？

「お酒と健康」
　暑い日に汗をかいて喉が渇くと、ビールをごくご
く飲みたくなるという人もいるでしょう。
　酒は「百薬の長」といわれるように、適度の飲酒
は健康に良いとされ、食欲が増進する、ストレスを
和らげる、人間関係をスムーズにするなどの効果が
あります。ただし、これらは適量を守り、適切に飲
酒した場合です。
　お酒の飲み過ぎは、肝臓に負担をかけるだけでな
く、生活習慣病やがんのリスク要因となり、「万病の
もと」にもつながります。
　ほどほどの適量を知り、楽しく飲みましょう。

　適量は、純アルコールで１日20ｇです。
・ビールなら中ビン１本（500ml）
・ワインならグラス２杯（180ml）
・ウィスキーならダブル１杯
・日本酒なら１合（180ml）
・焼酎（25度）なら２/ ３合（120ml）

　週に２日は飲酒しない「休肝
日」を設け、あなたの肝臓をい
たわりましょう。肝臓は、沈黙
の臓器です。少々の悪化では自
覚症状はあらわれません。定期
的に健康診断を受けましょう。

◎問い合わせ
　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

♪健康コラム♪
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こども健康カレンダー（８月１日～９月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

８月

５日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30
神埼町保健センター

０歳～就学前
８日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 １歳未満
９日（火） ことばの相談(要予約) 13：30～16：30 １歳～就学前

17日（水） 1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 千代田町保健センター 平成 26年12月～平成27年１月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満

19日（金） 3歳児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 神埼町保健センター 平成24年11月～ 12月生
22日（月） 乳幼児相談 ９：30～11：00 千代田町保健センター ０歳～就学前
26日（金） 3～4か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30

神埼町保健センター
平成28年４月～５月生

29日（月） 乳幼児相談 ９：30～11：00 ０歳～就学前

９月

５日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 １歳未満
６日（火） リトルわんぱくＫＩＤ’Ｓ（表情筋リラックス法） ９：30～10：00 脊振公民館 ０歳～就学前
12日（月） 乳幼児相談 ９：30～11：00

神埼町保健センター

０歳～就学前
13日（火） ことばの相談(要予約) 13：30～16：30 １歳～就学前

14日（水） 1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成27年１月～２月生
フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 １歳６か月児健診後～４歳未満

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いし
ます。

　(1歳6か月児健診および3歳児健診の対象者は予約不
要です）

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

８月７日

（日）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507－1

☎52－3139（内）

しらいし内科
神埼町城原1256－1

☎52-3848（内・循）

８月11日

（木・祝）

松本医院
吉野ヶ里町三津751－9

☎52－4185（内・小）

南医院
千代田町直鳥808－1

☎44－2777（外・胃・整外）

８月14日

（日）

ごんどう耳鼻咽喉科
神埼町田道ヶ里2226－1

☎55－7001（耳・アレ）

久和会　和田医院
神埼町神埼293

☎52－2021（内・小・胃）

８月21日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀3199－1

☎52－3130（内）

古賀内科
千代田町境原282－2

☎44－2311（内・小・胃）

８月28日

（日）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1

☎52－2977（内）

和田医院
千代田町嘉納1319－18

☎44－2046（内・小）

９月４日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900

☎52－3717（整外）

中下医院
千代田町餘江128

☎44－2488（内）　

９月11日

（日）

みねこ皮ふ科クリニック
吉野ヶ里町吉田2154－3

☎51－1655（皮・アレ）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396

☎53－1818（内・胃・呼）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

母子推進員の活動報告
　５月31日、「佐賀県母子保健推進協議会総会」が

佐賀市文化会館で開催され、神埼市母子保健推進員

が、日ごろの活動状況を報告しました。

　「赤ちゃん訪問」、育児サークル「かるがもランド」、

子どもまつりでの「こどもクッキング」などの様子

を写真で紹介。また、毎回好評の「おゆずり会」の

様子を寸劇で発表しました。寸劇には、くねんワン･

くねんニャンも登場し会場を沸かせてくれました。

　市の母子保健推進員31人は、これからも安心して

子育てできる

地域づくりの

ために活動し

ていく意欲を

新たにしまし

た。
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詳
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く
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市
役
所　

総
務
課
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

平
成
28
年
度
下
水
道
排
水
設
備　

　
　
　

工
事
責
任
技
術
者
試
験

日
本
語
教
室
活
性
化
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
講
座
in
神
埼　

参
加
者

勤
労
者
の
皆
さ
ま
へ　
　
　
　

生
活
資
金
の
貸
付
制
度
を　
　

　
　

利
用
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

神
埼
市
内
県
営
住
宅
入
居
予
備
者

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団　

職
員

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

○
募
集
団
地　

神
埼
団
地

○
資
料
配
付　

９
月
１
日
（
木
）
～

※
９
月
３
日
（
土
）、
４
日
（
日
）

は
配
布
し
ま
せ
ん
。

○
受
付
期
間
　

　

９
月
６
日
（
火
）
～
12
日
（
月
）

※
11
日
（
日
）
は
受
付
し
ま
す
。
10

日
（
土
）
は
受
付
ま
せ
ん
。

○
受
付
時
間
　

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申

・
問

（
株
）
マ
ベ
ッ
ク
佐
賀
管
理

室　

☎
２
０
‐
２
５
０
０

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
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有
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広
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○
試
験
日　

９
月
18
日
（
日
）

○
試
験
区
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・
一
般
事
務
（
高
卒
程
度
）

�

若
干
名

・
土
木
（
高
卒
程
度
）�

４
人

・
電
気
（
高
卒
程
度
）�

１
人

・
一
般
事
務
（
身
体
障
が
い
者
）

�

１
人

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～
19
日
（
金
）

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
申
込
書
等
の
請
求

　

申
込
書
と
試
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案
内
は
、
企
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で
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
い
申
込
方
法
等
は
、
お
問
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合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申

・
問

佐
賀
東
部
水
道
企
業
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総
務
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☎
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０
‐
６
１
５
１

○
試
験
日　
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月
５
日
（
水
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○
受
験
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０
０
円

○
受
験
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月
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火
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○
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※
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０
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試
験
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会
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佐
賀
市
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大
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室

○
試
験
案
内
配
布
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付
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８
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（
月
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金
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※
当
日
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効

○
申
込
方
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佐
賀
県
下
水
道
協
会
へ
郵
送
で
申

し
込
み
。

○
受
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３
２
‐
１
２
３
１

　
（
制
度
に
つ
い
て
）

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の

あ
る
皆
さ
ん
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
の
方
、大
歓
迎
で
す
。

○
と
き　

８
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
説
明

会
。（
そ
の
後
２
月
４
日
ま
で
に

全
18
回
開
講
）

○
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
対
象　

市
内
お
よ
び
近
隣
の
方

○
定
員　

20
人

○
参
加
費　

無
料

申

・
問

佐
賀
県
日
本
語
学
習
支
援

〝
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
”
貞
松

　

☎
０
９
０
‐
３
６
０
７
‐
８
４
７
１

　

例
年
７
、
８
月
頃
に
70
代
、
80
代

の
方
を
中
心
に
農
作
業
中
の
熱
中
症

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
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● 

相　

談 

●

「
緑
の
募
金
」　
　
　
　
　
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

三
神
地
区
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
で
肥
料
販
売
中　
　
　
　

子
育
て
サ
ー
ク
ル　
　

　
　

〝
ひ
よ
こ
カ
フ
ェ
”

有
明
海
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
2
0
1
6

ア

ル

ミ

缶

回

収

デ

ー

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

神

埼

歩

こ

う

会

◆超初心者の方に最適！継続は力なり！ゆっくり・しっかり・楽しく♪
　月額 12,000円（税別・週1回×4）、テキスト&オリジナル問題使用
　回覧、表・イラスト写真入り文書、会計報告等が作れるようになります

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）
入会金無料0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

随　時
入会可

１レッスン２時間 開始時刻：9：30、13：00 15：10 司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

困ったこと、悩んでいること、ご相談を
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK

有
料
広
告

有
料
広
告

　

熱
中
症
予
防
の
基
本
は
、
水
分
補

給
と
体
温
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
で

す
。
農
作
業
を
行
う
際
に
は
涼
し
い

時
間
帯
を
選
び
、
こ
ま
め
に
休
憩
や

水
分
補
給
を
行
う
な
ど
熱
中
症
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、作
業
中
に
手
足
の
し
び
れ
、

頭
痛
、
め
ま
い
、
吐
き
気
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
作
業
を

中
断
し
て
応
急
処
置
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

熱
中
症
対
策
を
含
む
農
作
業
安
全

対
策
は
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
農
作
業
安
全
対
策
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

問

農
政
水
産
課　

農
業
水
産
振
興
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
７

　

３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
実
施
さ

れ
た「
緑
の
募
金
」運
動
で
は
、
皆
さ

ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
募
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。ご
好
意
に
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
、
全
国
的
に
展
開
さ

れ
て
お
り
、
森
林
の
整
備
や
地
域
緑

化
の
推
進
を
は
じ
め
、
緑
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
な
ど
幅
広
い

「
森
林
・
緑
づ
く
り
」
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

○
募
金
総
額
　

　

２
８
３
万
３
，２
８
０
円

○
募
金
の
使
途

・
新
１
年
生
入
学
記
念
樹
配
布

・
緑
の
少
年
団
育
成

・
地
域
緑
化
事
業

・
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

問

神
埼
市
緑
化
推
進
協
議
会
事
務
局

（
林
業
課
内
）☎
５
９
‐
２
１
１
１

　

三
神
地
区
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
で
は
、
野
菜
な
ど
の
栽
培
用
に

適
し
た
肥
料
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
数
量
を
お
求
め
の
場
合
は
、

　

海
岸
清
掃
活
動
に
あ
な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と
き
　

　

８
月
27
日
（
土
）
午
前
８
時
～

※
荒
天
の
場
合
は
、
28
日
（
日
）

○
と
こ
ろ　

佐
賀
市
東
与
賀
海
岸

　
（
干
潟
よ
か
公
園
集
合
）

※
参
加
者
に
は
記
念
品
が
あ
り
ま
す
。

問

佐
賀
県
水
産
課

　

☎
２
５
‐
７
１
４
４

　

マ
マ
だ
け
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

時
間
内
は
保
育
者
が
お
子
さ
ま
を
お

預
か
り
し
て
保
育
し
ま
す
。

　
（
母
子
分
離
が
可
能
な
方
の
み
）

○
と
き　

８
月
２
日
（
火
）、
９
日

（
火
）、
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
参
加
費　

１
０
０
円

※
予
約
不
要

問

大
立
寺
幼
稚
園
・
子
ど
も
の
家
保

育
園　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

　

毎
月
１
回
市
内
・
外
で
10
㎞
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

８
月
26
日
（
金
）

　

午
前
９
時
集
合

※
弁
当
持
参
、雨
天
時
は
原
則
中
止
。

○
集
合
場
所　

神
埼
駅
改
札
前

○
行
き
先　

御
手
洗
の
滝
（
Ｊ
Ｒ
）

○
距
離　

約
８
㎞

○
会
費
（
一
般
参
加
者
）
２
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

８
月
16
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

　

ア
ル
ミ
缶
は
何
度
で
も
リ
サ
イ
ク

ル
が
で
き
、
再
生
時
に
97
％
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
節
約
出
来
ま
す
。

　

お
持
ち
い
た
だ
い

た
ア
ル
ミ
缶
は
、
グ

ル
ー
プ
で
買
い
取
り

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と
き　

８
月
23
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
11
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

　

北
側
搬
入
口

○
注
意
事
項

　

ア
ル
ミ
缶
は
、
つ
ぶ
さ
ず
に
中
身

が
透
け
て
見
え
る
袋
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

問

神
埼
市
消
費
者
グ
ル
ー
プ
協
議
会

　

☎
５
２
‐
３
０
５
８

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
肥
料
種
類

　

有
機
入
り
汚
泥
発
酵
肥
料

○
価
格　

15
㎏
入
り　

75
円

○
販
売
日

　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
か
ら
４
時

（
た
だ
し
、
時
間
内
で
あ
っ
て
も
お

買
い
求
め
に
な
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

販
・
問

三
神
地
区
環
境
事
務
組
合
事

務
局　

☎
３
４
‐
６
５
５
５
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募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場所

自衛官候補生 18歳以上27歳
未満の方 

（学歴不問）

男：年間通して受付中
女：９月８日まで

男：9月17日および9月25日～27日（うち1日）
女：9月23日（金）

男：佐賀市、鳥栖市他
女：目達原駐屯地

一般曹候補生

９月８日まで

1次：9月17日（土） 
2次：10月9日（日）・10日（月・祝）（うち1日）

1次：佐賀市、鳥栖市他
2次：目達原駐屯地

航空学生
18歳以上21歳

未満の方 
（高卒・見込み含む）

1次：9月22日（木） 
2次：10月15日（土）～20日（木） 
3次：11月12日（土）～12月15日（木）

1次：目達原駐屯地
2次試験以降は、別途
お知らせします。

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　総務課　秘書広報係　☎37-0088自衛官説明会案内自衛官説明会案内

平和を仕事にする

【自衛隊説明会】 ○とき 8月14日（日）10：00～16：00　○ところ 神埼市中央公民館　
説明種目：自衛官採用全種目（自候生・曹候生・航空学生・防大・防医大（医学・看護）・高等工科）など　お気軽に御来場ください。

無

料

法

律

相

談

会

難

病

医

療

相

談

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

　

佐
賀
県
労
福
協
主
催
の
法
律
相
談

会
で
す
。
※
予
約
制

○
と
き　

８
月
21
日
（
日
）

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
労
働
会
館

申
・
問

（
一
社
）
佐
賀
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
さ
が

　

☎
０
１
２
０
‐
９
３
１
‐
５
３
６

司
法
書
士
に
よ
る　
　
　

相
続
・
遺
言
の
電
話
無
料
相
談

○
と
き
　

　

８
月
13
日
（
土
）、
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
内
容

　

相
続
・
遺
言
に
関
す
る
電
話
無
料

相
談

○
相
談
電
話
番
号

　

☎
２
９
‐
０
６
３
５

問

佐
賀
県
司
法
書
士
会

　

☎
２
９
‐
０
６
２
６

○
と
き　

８
月
10
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者　

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
・
問
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
園
芸
課

　

☎
５
３
‐
３
７
６
７

　

疾
患
や
治
療
方
法
、
日
常
生
活
の

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
医
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

○
と
き　

８
月
23
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

※
相
談
時
間
は
、
１
人
約
20
分

○
と
こ
ろ　

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

○
内
容

　

神
経
系
疾
患（
脊
髄
小
脳
変
性
症
、

他
系
統
萎
縮
症
な
ど
）

○
相
談
料　

無
料

※
要
予
約

※
相
談
内
容
が
外
部
に
知
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
・
問

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
３
０
‐
１
６
７
３

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
※
要
予
約

○
と
き　

８
月
22
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

菱焼酎・ひしぼうろはいかがでしょうか！ゆるキャラと一緒に神埼市をＰＲ
　市の特産品の菱（和菱）を使った「神埼菱焼酎」・「ひ
しぼうろ」をお中元や手土産としていかがでしょうか？
　神埼菱焼酎はアルコール度数43度の原酒で、くせのな
いすっきりとした味わい。高級感のあるパッケージで、
贈答品などにも最適です。また、ひしぼうろは西九州大学、
神埼市菓子組合、神埼市の産官学連携で開発され、ポリ
フェノールが含まれ美白や動脈硬化に効果があります。
 ぜひ多くの皆さんに商品を知っていただくため、ご協力
をお願いします。
○神埼菱焼酎　
　2,500円（１本入）　
　5,000円（２本入）

【注文先】
・大和酒造㈱　☎62-3535
○ひしぼうろ
　1,060円（12個入）　2,600円（30個入）

【注文先】
・大串製菓店　☎52-2888　・荒木屋　☎52-2680
◎問い合わせ　政策推進室　政策推進係　☎37-0101

　各地で神埼市をＰＲするイベントに参加し、
観光ＰＲや特産品販売を行っています。

▶
６
月
22
日
Ｊ
Ｒ
博
多

　

駅
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ

▲６月25日・26日　
　ライオンズクラブ国際大会
　（福岡市 天神中央公園）



29 市報かんざき 2016. ８月号

くらしの相談（行政書士会　東部支部）

行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

８月
5日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 ３－３会議室東側
19日（金） 千代田支所 ２－３会議室

９月
2日（金） 神埼市役所 ３－１会議室
9日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

８月
5日（金） 13：00～16：00 脊振支所 １号会議室
9日（火） 9：00～12：00 千代田支所 ２－３会議室

22日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室

９月
9日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

13日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
26日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－３会議室東側

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望

　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ　神埼市役所　総務課　　　　☎37-0088

　　　　　　　千代田支所　総合窓口課　　☎44-2111

　　　　　　　脊振支所　　総合窓口課　　☎59-2111

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　８月31日（水）15：00 ～ 17：00
○ところ　神埼町保健センター
○定　員　３人（１人40分程度）
※予約が必要です（当日11：00まで受付）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

司法書士無料相談

消費生活相談

○と　き　８月18日(木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　３－２会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　８月15日（月）まで
◎問い合わせ
　総務課　秘書広報係　☎37-0088

と　き　 ところ・問い合わせ
毎週火・金曜日

  9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所  商工観光課  ☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　８月６日（土）、18日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　８月20日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

身体障がい者相談

心配ごと相談（社会福祉協議会）
　何か困っていること、思い悩んでいることなどありません
か？日常生活や健康、経済面などさまざまな心配ごとに関す
る相談を受け付けています。

と　　き ところ
８月４日（木）

10：00～12：00
脊振町高齢者生活福祉センター

８月18日（木） 神埼町保健センター
千代田町福祉センター

◎問い合わせ　神埼市社会福祉協議会本所　☎59-2227

と　　き ところ

８月９日（火）10：00～12：00 千代田町福祉センター
14：00～16：00 神埼町保健センター

◎問い合わせ　神埼市役所　高齢障がい課　☎37-0111

まずは法テラスへ
　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
　目の前の問題をどこに相談してよいか分からない方、ま
た、法的トラブルかどうか分からない方もまずは法テラスへ
お気軽にお問い合わせください。
◎問い合わせ　法テラス佐賀　☎050-3383-5510
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６
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設
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ー
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ー
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設
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て
紹
介
し

ま
し
た
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平成28年度男女共同参画

川柳・ポスタ
ーコンテスト

作品募集

《本の紹介》
・パワハラにあったときどうすればいいかわかる本
　いじめ・メンタルヘルス労働者支援センター（著）
　磯村 大（著）／合同出版
・ここがおかしい「男女共同参画」
　　　　　　暴走する「ジェンダー」と「過激な性教育」
　山本 彰（編著）／世界日報社
・新島八重　愛と闘いの生涯
　吉海 直人（著）／角川学芸出版
・派遣ちゃん　宮崎 誉子（著）／新潮社
・女は後半からがおもしろい
　坂東 眞理子（著）　上野 千鶴子（著）／集英社
・新平等社会－「希望格差」を超えて
　山田 昌弘（著）／文藝春秋

【川柳】
○対象者　県内に在住、在勤、在学の方
○応募内容
　「男女共同参画」を題材に川柳を詠んでくだ

さい。
・家庭で、地域で、学校で、職場で、性別に関

わらず、自分らしい選択、生き方で活躍して
いる様子

・男性の家事への参画、女性の管理職への登用
を進めるもの　など

○応募規定　一人１句（未発表のものに限る）

【ポスター】
○対象者　
　県内の小・中学校および特別支援学校に在学

する児童・生徒
○応募内容　
　男女共同参画を推進する内容でテーマにふ

さわしい絵と文字（キャッチフレーズ等）に
より構成されるものであること。

○応募規定　
　用具や材料は自由、大きさは八ツ切り画用

紙（382mm×271mm）、もしくはそれに準
ずる大きさ。一人１点、自作のものに限る。

○締切日　９月15日（木）※必着
◎申込・問い合わせ　佐賀県立男女共同参画センター（アバンセ）　事業部
　〒840-0815　佐賀市天神三丁目２-11　☎26-0111
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行政トピックス

タカノフーズ(株)と立地協定を締結

高取山公園で植樹・清掃活動日の隈公園を美しく

佐賀県食育賞を受賞日清医療食品㈱施設内覧会

　千代田町下直鳥地区で納豆製品の製造販売を行っているタカノフーズ(株)
九州工場（高野成徳代表取締役社長）が、既存工場を増築することを決定し、
７月４日、市と立地協定を締結しました。この増築は、九州地区における生
産体制の強化と、物流ネットワークの効率化を目的とされています。
　同社は、平成８年に千代田町に進出。九州内での納豆の消費量の増加に伴
い、平成30年3月までに２期に分けて増築工事を行い、従来の生産量の約２
倍に当たる一日約70万パックを生産する計画です。
　また、平成30年４月の稼働に向け、新たに53人を雇用する計画も発表さ
れました。

　６月４日、九州電力（株）の環境月間活動の一環
として、同社および㈱九電ハイテックの社員とその
家族の約60人が、高取山公園で植樹活動を行いま
した。
　同社では、地域と共に行う環境活動を展開されて
おり、今回は広滝第一・第二発電所のある脊振町で
の活動。当日は、小雨が降るなか、「きれいな花を
咲かせ来園者を楽しませて」と願いながら、110本
のツツジの植樹と園内の清掃を行いました。
　来年の春に
は、たくさん
のツツジが皆
さんを迎えて
くれることで
しょう。

　６月26日、トヨタ紡織九州㈱の職層会活動の一
環として、同社社員とその家族50人が、日の隈公
園で清掃活動を行いました。
　同社の部長職以下の役職者で構成される職層会
は、地域貢献活動の一環として毎年、環境活動を実
施。当日は、梅雨の晴れ間が広がるなか、汗をにじ
ませながらの清掃活動となりました。
　同社には、市内の清掃活動など様々なボランティ
アを行い、地域のために活動していただいています。
ありがとうございました。

　６月１日、県の食育推進に貢献した個人や団体に
贈られる「佐賀県食育賞」を神埼市食生活改善推進
協議会が受賞されました。
　同協議会は、地域や家庭での健全な食習慣の確立
を目指し、地域に密着した活動を続けられています。
市内の様々なイベントでも、料理を提供したり、教
室を開いたり積極的に活動されています。
　今後も市
内の食育推
進のために
活躍いただ
くことを期
待します。

　日清医療食品(株)（菅井正一代表取締役社長）は、
神埼町二子地区で操業しているヘルスケアフード
サービスセンター九州の大規模な内部改修工事を終
えたことから、６月27日、市の関係者や報道機関
を対象に施設内覧会を開催されました。
　同施設は、九州一円の医療福祉施設や学校等に調
理済みの食材を真空パック化した食事を提供。高ま
る医療や介護ニーズに応えるため改修工事を行い、
従来の約２倍に当たる一日約１万食の生産が可能に
なりました。
　今後は、市内在住者の新たな雇用も見込まれてい
ます。
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吉野ヶ里歴史公園から ◎申込・問い合わせ　
　吉野ヶ里公園管理センター
　☎55-9333

※観覧無料
　８月14日（日）まで（別途駐車場・入園料が必要）

　８月６日（土）、７日（日）※事前予約が必要
　場所：西口大型休憩所　定員：各日各回30人
　時間：①10：00 ～ 12：00　②14：00 ～ 16：00
　参加費：600円　参加資格：小学生の親子

　８月11日（木・祝）～ 13日（土）
　場所：西口大型休憩所　定員：各日各回７人
　時間：①10：00 ～　②14：00 ～
　参加費：1,500円

　８月11日（木・祝）～ 21日（日）
　場所：古代植物館　
　時間：10：00 ～ 16：00
　受付：当日受付　参加費：500円～
　定員：各日先着30人

※他にも巴形鋳込み製作体験・琥珀の勾玉づくり体験・
化石割り体験など盛りだくさんです。

この夏もイベントがいっぱい

ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ
つれづれなるままに
MY DEAR　神埼

　こんにちは、「MY DEAR 神埼」のおのくみこで
す(*^^*)
　神埼市は今年３月20日で市制施行10周年を迎え、

「MY DEAR 神埼」では、昨年度に引き続き今年度
も一年を通して『神埼市10周年』をお祝いする内
容を盛り込みながらお送りしていますが、６月から
新たに始めたことがあります。
　どんなことか？というと、神埼市がスタートした
10年前に生まれた、市内の小学校４年生に10年後
の自分に宛てた手紙を書いてもらい、それを各学校
の校歌をＢＧＭにして書いた本人に読んでもらい、
番組の中で流しています。
　６月が「神埼小学校」、７月が「千代田中部小学校」、
そして今月８月は「西郷小学校」の４年生の手紙を
毎週一人ずつですが、紹介しています。
　今年度の「MY DEAR 神埼」を始めるにあたっ
て「なにか10周年らしい企画はないか？」と考え
スタートさせた企画でしたが、実際に各学校にお願
いして手紙を書いてもらい収録に出かけ、目の前で
一生懸命に読んでくれる４年生の姿と、その純粋で
素直な手紙に、収録しながら毎回泣きそうになります。
　さらに各学校の校歌をＢＧＭにすることで、懐か
しいような切ない気持ちが込み上げ、わずか1分ほ
どの短いコーナーですが、魂が浄化され清らかな気
持ちになり、子どもたちの純粋な手紙には、そんな
不思議な力があることを感じています。きっと聴い

ている皆さんも同じことを
感じていただけているのか、
番組のＦＢのコメントや直
接ＦＭ佐賀までお電話をい
ただいたりと反響も大きく、
本当にやってよかった！と
思っています。
　来月９月は「脊振小学校」を、そして順次市内の
各小学校の４年生の手紙を紹介していきますので、

「MY DEAR 神埼」で、神埼市の子どもたちのまっ
すぐな夢、10年後の自分に宛てた純粋な手紙をぜひ
お聞きください。
　最後にご協力いただいている各学校の先生方、そ
してお手紙を書いてくれた、またこれから書いてく
れるであろう４年生の皆さん、どうもありがとうご
ざいます。
　そして、これからお願いする学校の皆さん、ご協
力をよろしくお願いしますm(__)m

『MY DEAR 神埼』ナビゲーターおのくみこ (*^^*)

第４回
「～小学４年生の手紙と各学校の校歌に

心打たれる時間～｡･ﾟ･(ﾉ∀`)･ﾟ･｡」

○吉野ヶ里　カブトムシハウス

○ペットボトルロケットをつくろう

○火おこし道具をつくろう

○草木染体験
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合
の
み

�

古
川　

妙
子

子
育
て
は
言
っ
て
聞
か
せ
て
抱
き
し
め
て

�

柳
郷　

勝
吉

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

幽ゆ
う

玄げ
ん

の
世
界
へ
誘
ふ
ほ
た
る
灯
か

現う
つ
つ

に
あ
ら
ぬ
姉
夫
婦
か
も

�

城
島　

孝
子

夜よ

半わ

め
ざ
め
眠
れ
ず
に
聞
く
深
夜
便

ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
の
歌
声
流
る
る

�

坂
井　

栄
子

麦
青
き
農み

道ち

か
け
て
く
る
半
ズ
ボ
ン

子
ら
三
人
の
真
白
き
素
脚

�

中
原　
　

幸

木
洩
れ
日
の
山
道
ま
わ
り
前
津
江
の

や
ま
め
料
理
の
塩
焼
食
ら
ふ

�

田
中　

と
代

気
象
庁
と
佐
賀
の
日
の
出
の
刻
ず
れ
て

夏
至
前
早
き
朝あ

し
た

に
気
付
く

　

�

前
山
ツ
タ
エ

緋ひ

に
燃
え
て
花
び
ら
そ
ら
し
華
や
ぎ
ぬ

梅
雨
の
畑
中
グ
ロ
リ
オ
ー
サ
は

�

納
富　

茂
子

〈
千
代
田
〉

う
ら
堀
に
祖
父
の
植
ゑ
た
る
は
す
の
花

幼
と
く
ば
り
し
事
も
は
る
け
し

�

石
田
千
津
代

命
の
大
切
さ
伝
え
る
赤
ち
ゃ
ん
先
生
活
動

　

自
然
豊
か
な
脊
振
町
で
７
歳
の
長
男

を
筆
頭
に
４
人
の
子
育
て
に
奮
闘
中
の

山
本
千
佳
さ
ん
。
８
年
前
、
結
婚
と
同

時
に
仕
事
を
辞
め
て
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
成
長
す
る
ま
で
子
育
て
に
専
念
す

る
予
定
で
し
た
。

　

そ
ん
な
山
本
さ
ん
の
人
生
が
突
然
変

わ
っ
た
の
は
、
昨
年
12
月
の
こ
と
。
友

人
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
マ
マ
の
働
き
方
応
援
隊
の
「
赤
ち
ゃ

ん
先
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
」
と
出

会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
調
べ
る
と
、
赤
ち
ゃ

ん
を
連
れ
た
マ
マ
が
小
学
校
か
ら
大
学

ま
で
の
教
育
機
関
や
高
齢
者
施
設
な
ど

を
訪
問
し
て
参
加
者
と
触
れ
合
う
と
い

う
内
容
の
、
マ
マ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

仕
事
で
、
マ
マ
講
師
と
ト
レ
ー
ナ
ー
に

な
る
た
め
の
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ら
今

だ
」
と
思
い
立
ち
、
一
月
後
に
唐
津
市

で
開
催
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
先
生
の
ク
ラ

ス
の
運
営
を
す
る
ト
レ
ー
ナ
ー
向
け
の

講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。
８
年
間
も
社

会
の
枠
組
み
か
ら
離
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
が

い
る
か
ら
働
け
な
い
と
思
い
込
ん
で
い

た
山
本
さ
ん
に
と
っ
て
講
座
の
内
容
は

と
て
も
新
鮮
で
「
こ
う
い
う
世
界
が
あ

る
ん
だ
。
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
」
と
、
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
の
方

が
、不
安
よ
り
大
き
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

人
前
で
話
す
の
は
得
意
じ
ゃ
な
か
っ

た
と
い
う
山
本
さ
ん
で
す
が
、
脊
振
小

学
校
の
２
年
生
に
向
け
て
、
０
歳
児
の

母
親
で
あ
る
マ
マ
講
師
と
一
緒
に
年
５

回
の
赤
ち
ゃ
ん
先
生
の
ク
ラ
ス
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
接
す
る
こ

と
で
、
命
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
小
学
生
た

ち
の
姿
を
見
る
に
つ
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
佐
賀
で
は
赤
ち
ゃ
ん
先
生
の
活
動

は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
無

理
せ
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
の

で
、
た
く
さ
ん
の
マ
マ
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
山
本
さ
ん
。　

　

充
実
し
た
日
々
に
、
笑
顔
が
輝
い
て

い
ま
す
。

山本千佳さん
（脊振町広滝）
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